
要
旨
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
註
釈
の
項
冒
頭
の
「
ち
う
さ
く
は
、
河
海
抄
ぞ
第
一
の
物
な
る
」
と
い
う
一
節
は
著
名
だ
が
、
な
ぜ
宣
長

が
「
河
海
抄
」
を
第
一
と
評
価
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
由
が
判
然
と
し
て
い
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
考
察
す
る
た
め

に
、
「
註
釈
」
の
項
の
記
述
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
『
玉
の
小
櫛
」
中
に
扱
わ
れ
る
註
釈
書
を
網
羅
的
に
抽
出
し
、
各
説
に
対
す
る
宣
長
評
の

集
計
を
求
め
る
手
法
に
よ
り
、
考
察
を
試
み
る
。

ち
う
さ
く
は
、
河
海
抄
ぞ
第
一
の
物
な
る

相

田
満
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「
ち
う
さ
く
は
、
河
海
抄
ぞ
第
一
の
物
な
る
、
そ
れ
よ
り
さ
き
に
も
、
こ
れ
か
れ
あ
れ
ど
も
、
ひ
ろ
か
ら
ず
く
は
し
か
ら
ざ
る
を
、

か
の
抄
は
、
や
ま
と
も
ろ
こ
し
、
儒
仏
の
も
ろ
ノ
ー
の
書
ど
も
を
、
ひ
ろ
く
考
へ
い
だ
し
て
、
何
事
も
を
さ
ノ
ー
の
こ
れ
る
く
ま
な

ト
キ

く
、
解
あ
き
ら
め
ら
れ
た
り
。
さ
て
は
花
鳥
餘
情
あ
り
。
河
海
の
誤
れ
る
と
こ
ろ
を
わ
き
ま
へ
、
も
れ
た
る
事
ど
も
を
考
へ
く
は
ヘ

リ

な
ど
、
す
べ
て
た
よ
り
と
な
る
こ
と
い
と
お
ほ
し
。
此
二
つ
の
抄
は
、
か
な
ら
ず
見
で
か
な
は
ぬ
も
の
也
。
但
し
誤
も
い
と
お
ほ
く
、

語
の
注
な
ど
に
は
、
殊
に
ひ
が
こ
と
の
み
お
ほ
ぐ
し
て
、
用
ひ
が
た
し
。
」
（
本
居
宣
長
全
集
四
、
昭
四
四
、
筑
摩
書
房
）

そ
の
主
旨
は
、
次
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
。

①
「
河
海
抄
」
（
四
辻
善
成
）
が
源
氏
注
釈
と
し
て
は
、
最
も
優
れ
る
。

②
そ
の
理
由
は
、
前
代
と
異
な
り
、
和
漢
儒
仏
の
事
柄
に
つ
い
て
、
広
範
か
つ
隅
々
ま
で
、
考
証
を
施
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

③
他
に
、
「
河
海
抄
」
の
誤
り
を
修
正
・
補
完
し
た
「
花
鳥
餘
情
」
も
あ
る
。

④
「
河
海
抄
」
『
花
鳥
餘
情
」
二
つ
の
抄
（
注
釈
）
は
、
必
見
の
価
値
を
持
つ
。

⑤
た
だ
し
、
「
河
海
抄
』
「
花
鳥
餘
情
」
語
句
注
を
中
心
に
誤
り
も
多
い
。

宣
長
は
、
「
河
海
抄
」
を
第
一
等
と
評
価
し
、
さ
ら
に
は
、
「
河
海
抄
」
の
誤
り
と
不
足
を
補
っ
た
「
花
鳥
餘
情
」
と
を
併
せ
て
、
「
源

氏
物
語
」
研
究
の
必
須
の
も
の
と
位
置
づ
け
た
。

る
。

「
河
海
抄
」
を
語
る
際
、
本
居
宣
長
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
註
釈
の
項
の
、
次
の
下
り
は
、
枕
詞
の
如
く
頻
用
さ
れ
る
程
著
名
で
あ

｜
、
問
題
の
所
在
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し
か
し
、
こ
の
二
抄
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
宣
長
独
自
の
見
解
と
は
言
え
な
い
。
い
わ
ゆ
る
古
注
と
呼
ば
れ
る
注
釈
の
内
、

（
１
）

宣
長
が
そ
の
分
析
に
最
も
力
を
注
い
だ
「
源
氏
物
語
湖
月
抄
」
（
引
「
明
星
抄
」
）
や
、
そ
れ
に
先
立
つ
「
眠
江
入
楚
」
等
に
も
、
以
下
の

如
き
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
「
河
海
抄
』
「
花
鳥
餘
情
」
両
抄
を
源
氏
注
釈
の
双
壁
と
す
る
認
識
は
、
三
条
西
系
堂
上
注
釈
者
達
の
伝
統
的

価
値
観
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ノ

○
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
」
発
端
、
此
物
語
諸
抄
、
「
花
鳥
餘
情
」
の
項

〔
明
〕
河
海
の
誤
り
を
た
だ
し
て
、
義
理
を
演
説
す
。
是
も
猶
青
表
紙
に
は
相
違
の
事
等
有
し
之
。
さ
れ
ば
青
表
紙
に
は
只
奥

シ
ホ
ウ

入
一
抄
の
旨
を
守
る
の
み
な
り
。
さ
れ
ど
も
河
海
花
鳥
の
両
説
な
く
ぱ
い
か
で
は
物
語
の
東
西
を
わ
き
ま
ふ
べ
き
や
尤
至
宝
の

清
閑
寺
の
お
と
、
の
河
海
抄
桃
花
坊
の
禅
閤
花
鳥
余
情
を
も
て
尤
こ
の
物
か
た
り
の
要
枢
と
す

と
こ
ろ
が
、
宣
長
は
、
両
抄
か
ら
さ
ら
に
「
河
海
抄
』
の
方
を
取
り
立
て
て
第
一
等
と
評
価
し
、
「
註
釈
」
項
の
冒
頭
に
据
え
た
の
で

あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
和
漢
儒
仏
の
事
柄
に
つ
い
て
、
広
範
か
つ
隅
々
ま
で
、
考
証
を
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
（
や
ま
と

卜
キ

も
ろ
こ
し
、
儒
仏
の
も
ろ
ｊ
、
の
書
ど
も
を
、
ひ
ろ
く
考
へ
い
だ
し
て
、
何
事
も
を
さ
ノ
ー
の
こ
れ
る
く
ま
な
く
、
解
あ
き
ら
め
ら
れ
た

り
ご
と
し
て
は
い
る
が
、
宣
長
が
「
河
海
抄
』
を
入
手
し
て
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
た
こ
と
は
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
蔵
書
目
録
や
日

記
、
さ
ら
に
は
手
沢
本
「
湖
月
抄
」
か
ら
は
跡
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
内
証
に
お
い
て
も
、
「
河
海
抄
」
を
、
実
際
に
詳
細
に
分
析

○
『
明
星
抄
」
一
（
首
巻
・
桐
壺
）
〈
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
・
四
〉
、
「
花
鳥
餘
情
」

（
ナ
、
こ

さ
れ
は
青
表
紙
口
‐
幽
只
奥
入
一
抄
の
旨
を
守
の
み
な
り
。
さ
れ
と
も
河
海
花
鳥
の
両
抄
な
く
ん
ぱ
い
か
で
か
物
か
た
り
の
東
西

（
ナ
シ
）

を
弁
へ
き
‐
ヨ
ー
、
尤
至
宝
の
抄
也

○
「
眠
江
入
楚
』
序

抄
也
。
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宣
長
が
、
「
河
海
抄
」
を
第
一
と
挙
げ
た
「
註
釈
」
の
項
は
、
「
紫
文
要
領
」
（
宝
暦
十
三
年
［
一
七
六
三
］
六
月
七
日
奥
書
）
か
ら
、

（
３
）

そ
れ
を
改
め
た
「
源
氏
物
語
玉
の
小
琴
」
（
大
野
晋
推
定
に
よ
れ
ば
、
明
和
五
年
［
一
七
六
八
］
～
安
永
八
年
［
一
七
七
九
］
）
へ
と
改

稿
さ
れ
、
さ
ら
に
は
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
へ
と
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
考
察
の
第
一
段
階
と
し
て
、
こ
の
三
者

の
「
註
釈
」
の
項
に
お
い
て
、
叙
述
・
主
張
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
が
手
続
き
と
し
て
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、

以
下
、
三
者
の
該
当
部
分
に
つ
い
て
、
対
照
表
を
示
し
、
検
討
を
加
え
る
。

（
２
）

し
得
た
か
と
い
う
こ
と
自
体
に
も
疑
い
が
存
す
る
程
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宣
長
が
「
河
海
抄
」
を
手
元
に
置
く
こ
と
な
く
、
「
源
氏
」
研

究
を
進
め
た
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
宣
長
が
、
「
河
海
抄
」
を
第
一
等
に
評
価
し
た
意
図
や
動
機
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
、
素
朴
な
疑
問

が
生
じ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
当
時
の
常
識
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
通
念
が
す
で
に
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
と
い
う
推
定
は
十
分

に
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
証
拠
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
宣
長
の
述
作
中
よ
り
、
推
定
を
試
み
る
手
法
が
、
迂
遠
か

も
知
れ
ぬ
が
、
不
可
欠
と
な
る
の
で
あ
る
。

表
１
註
釈
の
項
（
前
半
部
）
叙
述
比
較
表
二
紫
文
要
領
」
『
源
氏
物
語
玉
の
小
琴
」
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
）

〔
凡
例
〕
文
中
Ⅱ
Ⅱ
を
施
し
た
部
分
は
、
見
せ
消
ち
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

二
、
「
紫
文
要
領
」
か
ら
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
へ
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ま
ず
、
「
河
海
抄
」
を
「
源
氏
物
語
」
注
釈
の
第
一
に
据
え
る
評
価
は
、
三
者
一
貫
し
て
い
る
と
言
え
る
。
冒
頭
箇
所
に
お
い
て
は
、

「
河
海
抄
」
が
そ
れ
以
前
の
注
釈
書
に
比
べ
て
、
画
期
的
存
在
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
文
飾
上
は
、
「
河
海
抄
」
以
前
の
注
釈

が
（
紫
）
で
は
「
少
々
」
で
あ
っ
た
の
が
、
「
こ
れ
か
れ
」
の
量
に
変
化
（
増
加
）
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
の
⑥
の
段
に
指
摘
で
き
る

よ
う
に
、
時
間
の
経
過
に
つ
れ
て
、
宣
長
が
目
に
す
る
こ
と
の
出
来
た
源
氏
注
釈
の
種
類
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
理
解
が
深
ま
っ
た
こ

と
を
反
映
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

朗
・
杣

邪
側
洲
、
州
蝦
嘩
燗
１
繩
一
訓
剛
州
準
Ｉ
鯏
叫
皿
柵
川
諏

９
ｌ
１
Ｘ
０
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紫
文
要
領
（
紫
）

源
氏
物
語
玉
の
小
琴
（
琴
）

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
（
櫛
）

①

お
ほ
よ
そ
こ
の
物
語
に
を
き
て
、
河
海

抄
、
第
一
の
抄
物
な
り
、
其
の
ま
へ
に

も
少
々
あ
れ
共
、
広
か
ら
ず
、
く
は
し

か
ら
ず
、
考
へ
の
こ
せ
る
こ
と
の
み
多

し

紫
文
要
領
（
紫
）

ち
う
さ
く
は
、
河
海
抄
ぞ
第
一
の
注
釈
も

の
な
る
、
そ
れ
よ
り
さ
き
に
も
こ
れ
か
れ

あ
れ
共
、
広
か
ら
ず
、
く
は
し

を
、

ミ力

ら
ざ
る

源
氏
物
語
玉
の
小
琴
（
琴
）

ち
う
さ
く
は
、
河
海
抄
ぞ
第
一
の
物
な
る

そ
れ
よ
り
さ
き
に
も
こ
れ
か
れ
と
あ
れ
ど

も
、
広
か
ら
ず
、
く
は
し
か
ら
ざ
る
を
、

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
（
櫛
）
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③
で
は
、
「
便
り
と
な
る
こ
と
多
し
」
（
紫
）
↓
「
便
り
と
な
る
こ
と
い
と
多
し
」
（
琴
・
櫛
）
と
、
「
花
鳥
餘
情
」
に
対
す
る
評
価
が
よ

り
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
目
に
付
く
。

次
は
、
「
河
海
抄
」
が
第
一
と
評
さ
れ
る
べ
き
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
（
紫
）
で
は
、
「
河
海
抄
」
で
和
漢
の
「
儒
仏
百
家
の
書
」
に
つ

い
て
考
証
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
が
、
（
琴
・
櫛
）
で
は
、
「
諸
子
百
家
」
と
同
義
に
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
「
百
家
」
を
改
め
て
、
「
儒
仏

の
も
ろ
ノ
ー
の
書
」
と
改
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
事
跡
・
故
実
・
由
縁
・
出
処
」
（
紫
）
を
削
除
し
た
の
は
、
同
類
語
の
重
出
を
避
け
、
表

現
の
洗
練
を
図
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
宣
長
は
「
河
海
抄
』
の
考
証
の
程
度
に
つ
い
て
の
記
述
に
お
い
て
は
、

「
大
か
た
残
る
こ
と
な
く
」
（
紫
・
琴
）
か
ら
「
残
れ
る
く
ま
な
く
」
（
櫛
）
へ
と
変
化
し
て
お
り
、
「
河
海
抄
』
の
考
証
方
法
が
徹
底
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
よ
り
強
調
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
表
現
の
変
化
の
一
事
を
取
り
上
げ
て
み
て
も
、

宣
長
の
「
河
海
抄
」
宣
揚
の
意
図
は
、
よ
り
強
固
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
に
こ
の
物
語
に
つ
き
て
至
宝
と
い
ふ

く
し
、
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③

其
後
花
鳥
餘
情
有
、
河
海
の
誤
れ
る
と

こ
ろ
を
弁
し
、
も
れ
た
る
所
を
考
へ
く

は
へ
、
其
外
後
世
学
者
の
た
め
に
便
と

な
る
こ
と
多
し
、

紫
文
要
領
（
紫
）

さ
て
は
花
鳥
餘
情
有
、
河
海
の
誤
れ
る
と

こ
ろ
を
弁
し
、
も
れ
た
る
と
こ
ろ
を
考
へ

く
は
へ
な
と
、
其
外
便
と
な
る
こ
と
い
と

多
し
、

源
氏
物
語
玉
の
小
琴
（
琴
）

さ
て
は
花
鳥
餘
情
あ
り
、
河
海
の
誤
れ
る

と
こ
ろ
を
わ
き
ま
へ
、
も
れ
た
る
事
ど
も

を
考
へ
く
は
へ
な
と
、
す
べ
て
た
よ
り
と

な
る
こ
と
い
と
お
ほ
し
、

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
（
櫛
）



④
で
は
、
「
大
方
源
氏
は
こ
の
二
抄
に
て
大
抵
解
し
が
た
き
こ
と
は
解
す
る
也
、
二
抄
に
て
お
ほ
つ
か
な
き
事
は
、
後
々
の
抄
に
て
も

明
ら
か
な
ら
ず
」
（
紫
）
と
い
う
よ
う
な
、
『
河
海
抄
』
「
花
鳥
餘
情
」
を
称
揚
す
る
表
現
が
大
幅
に
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
・

こ
れ
は
、
従
来
の
伝
統
的
表
現
に
根
ざ
し
た
、
二
抄
重
視
の
姿
勢
が
や
や
控
え
め
に
な
っ
た
も
の
と
も
言
え
る
が
、
次
項
の
二
抄
の
暇
疵

に
つ
い
て
の
記
述
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
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⑤

た
、
し
巻
々
の
中
に
を
き
て
只
な
に
と

な
き
所
に
、
註
し
誤
り
た
る
事
が
お
ほ

き
也
、
故
に
一
段
ノ
ー
の
詞
の
こ
ま
や

か
な
る
事
の
註
に
お
き
て
は
、
右
二
抄

用
ひ
か
た
き
事
多
し
。

紫
文
要
領
（
紫
）

た
、
し
誤
も
又
い
と
多
く
、
又
語
の
注
な

と
に
は
、
殊
に
ひ
か
事
多
く
し
て
、
用
ひ

か
た
し
、 源

氏
物
語
玉
の
小
琴
（
琴
）

リ

た
餌
し
誤
も
い
と
お
ほ
く
、
語
の
注
な
ど

に
は
、
殊
に
ひ
が
こ
と
の
み
お
ほ
ぐ
し
て
、

用
ひ
が
た
し
、

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
（
櫛
）

④

右
両
抄
は
、
必
ず
見
で
は
か
な
は
い
物

也
、
大
方
源
氏
は
、
此
二
抄
に
て
大
抵

解
し
か
た
き
事
は
解
す
る
也
、
二
抄
に

て
お
ほ
つ
か
な
き
事
は
、
後
々
の
抄
に

て
も
明
ら
か
な
ら
す
、

紫
文
要
領
（
紫
）

此
二
の
抄
は
、
か
な
ら
す
見
で
は
か
な
は

い
物
也
、 源

氏
物
語
玉
の
小
琴
（
琴
）

此
二
つ
の
抄
は
、
か
な
ら
ず
見
で
は
か
な

は
ぬ
も
の
也
、

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
（
櫛
）
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⑤
は
、
「
巻
々
の
中
に
を
き
て
た
だ
何
と
な
き
と
こ
ろ
」

り
の
あ
る
具
体
的
箇
所
を
「
語
の
注
」
（
琴
・
櫛
）
と
、
挙

る
一
方
で
、
「
河
海
抄
」
「
花
鳥
餘
情
」
の
二
抄
の
こ
と
を

て
、
難
じ
て
い
る
。

⑥
に
お
い
て
は
、
「
河
海
抄
」
「
花
鳥
餘
情
」
の
二
抄
の
後
の
源
氏
注
釈
の
細
目
に
変
化
が
あ
る
。

ま
ず
、
「
此
後
細
流
有
」
（
紫
）
↓
「
瞬
花
細
流
」
（
琴
・
櫛
）
と
、
「
瞬
花
抄
」
の
配
列
補
正
が
施
さ
れ
た
他
、
（
琴
・
櫛
）
段
階
で
は
、

「
万
水
一
露
」
「
頭
書
源
氏
物
語
』
が
新
た
に
加
わ
る
と
と
も
に
、
「
源
氏
物
語
抄
と
い
ふ
物
」
（
紫
）
が
削
除
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
に

（
櫛
）
執
筆
に
至
る
過
程
に
お
い
て
、
宣
長
が
実
際
に
検
証
を
行
っ
た
際
、
そ
の
典
籍
名
に
責
任
を
帰
趨
可
能
な
典
籍
（
必
ず
し
も
直
接

胸
と
な
き
と
こ
ろ
」
「
一
段
一
段
の
詞
の
こ
ま
や
か
な
る
こ
と
の
注
」
（
紫
）
と
い
う
、
二
抄
の
誤

（
琴
・
櫛
）
と
、
簡
潔
か
つ
明
確
な
表
現
に
あ
ら
た
め
る
こ
と
に
よ
り
、
文
章
を
よ
り
洗
練
さ
せ

の
二
抄
の
こ
と
を
、
「
ひ
が
こ
と
の
み
お
ほ
く
」
（
琴
・
櫛
）
と
、
よ
り
強
調
さ
れ
た
表
現
に
改
め
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⑥

此
後
細
流
有
、
右
二
抄
の
誤
あ
る
所
を

た
、
し
、
か
れ
こ
れ
考
へ
ら
れ
た
り
、

此
外
、
瞬
花
抄
、
明
星
抄
、
孟
津
抄
、

眠
江
入
楚
な
と
い
ふ
有
、
又
源
氏
物
語

抄
と
い
ふ
物
も
有
、
其
外
も
か
れ
こ
れ

抄
物
多
し
、
み
な
か
く
へ
ち
の
事
は
な

し
、
少
し
つ
、
か
は
り
た
る
迄
也
、

紫
文
要
領
（
紫
）

其
後
時
花
、
細
流
有
、
右
の
二
抄
の
誤
を

た
、
し
、
か
れ
こ
れ
と
考
へ
加
へ
ら
れ
た

り
、
さ
て
は
、
明
星
抄
、
孟
津
抄
、
眠
江

入
楚
、
万
水
一
露
な
と
な
ほ
く
さ
ｊ
、
頭

書
や
何
や
と
多
か
り
、
み
な
さ
し
も
こ
と

な
る
事
は
な
し
、
た
、
少
し
つ
、
か
は
り

た
る
の
み
也
、

源
氏
物
語
玉
の
小
琴
（
琴
）

其
後
呼
花
細
流
あ
り
、
河
海
花
烏
の
誤
り

を
た
ず
し
、
か
れ
こ
れ
と
考
へ
く
は
ら
れ

た
り
、
さ
て
は
、
又
明
星
抄
孟
津
抄
眠
江

入
楚
万
水
一
露
湖
月
抄
な
ど
な
ほ
く
さ

ノ
ー
頭
書
や
何
や
と
多
か
り
、
み
な
さ
き

か
、
の
抄
ど
も
を
引
出
て
、
さ
し
も
こ
と

な
る
こ
と
な
く
、
た
ず
す
こ
し
づ
嵐
変
り

た
る
の
み
也
、

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
（
櫛
）



の
検
証
を
意
味
せ
ず
、
孫
引
き
に
よ
る
検
証
も
含
む
）
の
み
に
、
そ
の
挙
例
を
限
定
す
る
配
慮
が
働
い
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
項
目
に
お
け
る
「
湖
月
抄
」
評
の
変
化
は
、
顕
著
で
あ
る
。
「
河
海
」
・
「
花
鳥
」
以
後
の
、
「
少
し
つ
、
」
変
り
、
さ
し

た
る
変
化
も
な
い
注
釈
の
範
嬬
に
、
（
櫛
）
段
階
で
「
湖
月
」
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
は
、
「
湖
月
抄
」
の
批
判
を
骨
子
と
し
て
い
る
。
宣
長
が
『
湖
月
抄
」
を
購
求
し
た
の
は
、
宝
暦
七
年
（
一

（
４
）

七
五
七
）
二
十
八
歳
時
の
こ
と
。
「
紫
文
要
領
」
脱
稿
が
宝
暦
十
三
年
三
十
四
の
時
か
ら
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
六
十
七
歳
時
の

「
玉
の
小
櫛
」
起
稿
～
寛
政
十
一
年
の
刊
行
の
間
に
、
「
湖
月
抄
』
を
他
の
注
釈
害
と
同
列
に
扱
い
、
「
み
な
格
別
の
こ
と
な
く
、
少
し
ず

つ
か
わ
っ
た
だ
け
だ
」
と
い
う
断
定
が
下
せ
る
だ
け
の
自
信
が
生
ま
れ
、
こ
の
部
分
の
文
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
次
の
⑦
⑧
に
お
け
る
「
湖
月
抄
」
評
の
変
化
に
も
関
連
す
る
。
「
紫
文
要
領
」
の
段
階
で
は
、
宣
長
は
、
『
湖
月
抄
」
が

地
下
の
人
の
作
で
あ
る
故
に
、
源
氏
注
釈
と
し
て
の
価
値
が
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
こ
と
に
対
し
、
「
湖
月
抄
」
に
お
け
る
季
吟
の
独
自

の
説
（
今
案
）
は
、
「
十
か
一
二
に
し
て
、
餘
は
み
な
古
来
先
達
の
抄
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
と
反
論
す
る
。
そ
れ
故
、
『
湖
月
抄
』

を
否
定
す
る
こ
と
は
、
批
判
側
で
あ
る
堂
上
の
説
を
も
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
同
然
だ
と
論
破
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
紫
文
要
領
」
に

お
い
て
は
、
「
ま
つ
大
抵
湖
月
は
よ
き
物
」
と
弁
護
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
宣
長
に
と
っ
て
、
「
普
通
の
歌
学
に
つ
き
て
い
ふ
」

こ
と
の
で
き
る
も
の
で
、
物
語
論
に
お
い
て
は
、
つ
ま
り
、
源
氏
の
読
み
の
革
新
を
求
め
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
「
湖
月
」
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
論
理
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
宣
長
は
、
「
玉
の
小
櫛
』
に
お
い
て
は
、
⑧
に
見
え
る
よ
う
な
「
湖
月
」
の
弁
護
は

行
わ
ず
、
別
に
「
湖
月
抄
の
事
」
と
い
う
一
項
目
を
立
て
、

さ
て
お
の
れ
今
小
櫛
を
物
す
る
に
も
、
世
に
あ
ま
ね
く
見
る
本
な
る
ゆ
ゑ
に
、
た
よ
り
よ
か
ら
む
た
め
に
、
何
事
も
、
此
湖
月
抄
に

つ
き
て
い
ふ
こ
と
お
ほ
し
、
巻
々
の
、
そ
の
ひ
ら
ひ
ら
と
し
る
す
た
ぐ
ひ
な
り
、

と
、
「
玉
の
小
櫛
」
全
体
を
、
「
難
湖
月
抄
」
的
性
格
に
変
貌
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
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⑦
｜
湖
日

り り けあ 也よ
■
■

勿
大
に
静

」
季
鴎
α
ム
フ
全

口
来
先
達
の
恥

に
執
刻
為
り
巾
ル
士
／
子
包
．
〃

引
出
し
、
本
文
を
の

頭
書
と
秀
註
と
に
諾

抑
税
今
案
な
と
も
ま

砥
舟
処
〆
エ
ユ
、
一
」
Ｉ
に
、
両
面

７
Ｊ
７

》
皿
塁
０
１
７

尻
を
人
グ

邪
る
先
々
の
抄
共
其
由

引
出
し
、
本
文
を
湖
日

こ
考
註
と
に
諸
抄
も
ス

〆
則
り
〃
戸
Ｔ
ロ
夕
叱
齢
咋
思
〆
Ｍ
Ｊ

ヨニリ
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紫
文
要
領
（
紫
）

源
氏
物
語
玉
の
小
琴
（
琴
）

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
（
櫛
）



以
上
、
「
紫
文
要
領
』
か
ら
『
玉
の
小
櫛
』
へ
の
改
稿
を
分
析
す
る
中
で
、
『
河
海
抄
』
が
第
一
と
の
認
識
が
、
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
と
、
『
湖
月
抄
」
へ
の
評
価
が
低
下
し
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
宣
長
の
源
氏
注
釈
学
に
お
い
て

も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
『
河
海
抄
』
が
な
ぜ
一
等
に
据
え
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
①
②
に
て
述
べ
ら
れ
た
如

く
、
幅
広
い
目
配
り
に
よ
る
考
証
態
度
と
し
か
答
え
は
求
め
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
、
『
玉
の
小
櫛
』
段
階
で
宣
長
が
頻
用
し
た
契
沖
の
『
源
註
拾
遺
』
に
は
、

一
此
物
語
抄
物
の
大
部
な
る
は
河
海
そ
の
初
欺
。
然
る
に
暗
記
の
違
へ
る
歎
、
草
案
歎
、
日
本
紀
万
葉
等
に
あ
り
と
て
ひ
か
れ
た

る
事
の
本
書
に
な
き
事
す
ぐ
な
か
ら
す
。

と
い
う
文
が
、
開
巻
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
宣
長
が
「
宝
暦
二
年
以
後
購
求
謄
写
書
籍
附
書
目
』
に
記
す
所
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
明
和
二
年

（
一
七
六
五
）
の
謄
写
に
か
か
り
、
『
紫
文
要
領
』
脱
稿
の
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
か
ら
二
年
後
の
こ
と
に
あ
た
る
。
時
期
が
近
接
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
紫
文
要
領
』
執
筆
時
に
も
部
分
的
に
『
源
註
拾
遺
』
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と
の
推
定
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
部
分
の
、
契
沖
の
評
価
は
「
大
部
な
る
も
の
の
初
め
」
と
い
う
部
分
の
み
が
積
極
的
要
素
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
た
め
、

そ
れ
を
わ
き
ま
へ
す
、
一
向
に
用
ひ
す
と
い
は
は
、
先
達
の
説
を
用
ひ
ぬ
也
、
そ
れ
も
先
達

の
説
共
を
は
な
れ
て
、
各
別
の
見
解
あ
ら
は
、
そ
れ
は
論
の
か
き
り
に
あ
ら
す
、
ま
つ
大
抵

湖
月
は
よ
き
物
也
、
初
心
の
人
も
大
抵
の
学
者
も
、
見
て
あ
や
ま
り
な
か
る
へ
し
、
た
、
し

是
は
、
世
間
普
通
の
歌
学
に
つ
き
て
い
ふ
也
、
も
し
深
く
此
道
を
執
し
、
古
義
を
尋
ね
、
歌

道
の
真
の
味
を
覚
え
、
物
語
の
真
実
の
意
を
見
ん
と
す
る
時
は
、
諸
抄
共
に
用
ひ
か
た
き
事

多
け
れ
は
、
此
抄
も
と
よ
り
た
の
む
に
た
ら
す
、
別
に
一
隻
眼
し
て
見
る
へ
し
、
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（
５
）

同
様
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
杉
田
昌
彦
に
、
宣
長
手
沢
本
「
湖
月
抄
」
の
調
査
が
あ
り
、
そ
の
統
計
数
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

本
調
査
に
お
い
て
は
、
第
一
の
目
的
を
「
河
海
抄
」
に
対
す
る
判
断
に
置
い
て
い
る
た
め
、
文
章
の
係
り
具
合
で
そ
れ
と
推
定
さ
れ
る
も

の
に
つ
い
て
も
、
件
数
に
含
め
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
件
数
は
一
致
し
な
い
。
別
に
、
索
引
を
兼
ね
て
、
抽
出
さ
れ
た
注
釈
書
一
覧
を

付
し
た
の
で
、
参
照
の
助
け
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
湖
月
抄
」
中
の
説
を
さ
し

し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
が
さ
ら
に
誇
張
さ
れ
て
、
宣
長
自
身
の
評
価
に
反
映
し
た
と
は
、
現
段
階
で
は
断
言
で
き
な
い
。

し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
『
河
海
抄
」
を
称
揚
す
る
見
解
が
他
に
見
当
た
ら
な
い
以
上
、
こ
れ
以
上
の
推
測
は
不
可
能
と
な
る
。

そ
こ
で
、
今
度
は
視
点
を
変
え
、
宣
長
源
氏
学
の
帰
結
点
と
も
言
え
る
「
玉
の
小
櫛
」
に
引
用
さ
れ
た
源
氏
注
釈
に
関
す
る
記
述
に
つ

い
て
分
析
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
引
か
れ
る
源
氏
注
釈
書
は
、
以
下
の
出
現
頻
度
順
で
現
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
＊
印
を
付
し
た
も
の
は
、

月
抄
」
中
の
説
を
さ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
固
有
名
を
持
つ
も
の
に
つ
い
て
も
、
『
湖
月
抄
」
か
ら
の
孫
引
き
が
混
在

三
、
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
に
見
え
る
源
氏
注
釈
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表
２
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
中
の
源
氏
注
釈
（
出
現
頻
度
順
）
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孟
津
抄

１
１

湖
月
師
説

１
１

注
釈
ど
も

1

2

弄
花
抄

２
４

＊
注
ど
も

２
５

＊
或
抄

２
５

＊
諸
抄

３
０

雨
夜
物
語
だ
み
詞

４
０

＊
傍
注

５
２

花
鳥
餘
情

６
０

河
海
抄

8

1

細
流
抄

８
２

湖
月
抄

９
０

源
注
拾
遺

１
９
７

＊
注

２
５
４

〔
合
計
〕

１
０
７
４

書
名

－

出
現
数

＊
一
条
禅
閤
の
年
立

＊

或
注

は
や
く
の
性
釈
ど
も

ち
か
き
諸
抄
（
青
表
紙
本
文
と
）

く
さ
ぐ
さ
の
説

＊
説
稲
掛
〈
ノ
〉
大
平

＊
或
説

＊
ふ
る
き
注
ど
も

＊
ふ
る
き
抄
ど
も

＊
抄
万
水
一
露

＊
宗
祇
注

細
流
な
ど
諸
抄

源
氏
外
伝

紫
家
七
論

湖
月
本

1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 5 5 6 6 8 9 9



ちうさくは、河海抄ぞ第一の物なる（相田）

次
に
、
上
記
に
引
用
さ
れ
た
注
釈
諸
書
に
記
さ
れ
る
各
説
つ
い
て
、
宣
長
が
ど
の
よ
う
な
検
討
結
果
を
記
し
た
か
を
分
析
し
て
み
た
。

抽
出
に
際
し
て
は
、
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
（
大
野
晋
・
編
「
本
居
宣
長
全
集
」
第
四
巻
、
昭
和
四
四
年
十
月
、
筑
摩
書
房
）
を
使
用
し
、

抽
出
さ
れ
た
各
説
に
つ
い
て
、
以
下
の
判
定
基
準
に
て
分
別
を
施
し
た
。

△
△
（
部
分
的
否
定
）

□
（
判
断
保
留
Ⅱ
賛
成
と
も
否
定
と
も
明
確
な
判
断
を
示
し
て
い
な
い
も
の
）

○
（
賛
成
）

△
（
部
分
坐

×
（
否
定
）

（
部
分
的
賛
成
）
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＊
宗
祇
抄

＊
宗
祇

＊
後
の
抄
ど
も
（
花
鳥
餘
情
以
後
）

＊
後
の
抄
ど
も
（
河
海
抄
以
後
）

＊
後
の
抄
ど
も

湖
月
抄
一
説

湖
月
抄
（
或
説
）

源
氏
物
語
新
釈

玉
勝
間

1 1 1 1 1 1 1 1 1

＊
菱
眠
江
入
楚

明
星
抄

長
谷
川
〈
ノ
〉
常
雄

＊
注
或
説

＊
水
源
抄

＊
諸
説

＊
諸
抄
（
河
海
抄
其
外
の
抄
）

1 1 1 1 1 1 1 1



【
判
断
例
】

ノ

つ
な
が
ぬ
舟
の
（
土
一
洞
ひ
ら
）
河
海
に
、
文
選
を
引
れ
た
る
は
、
本
也
、
然
れ
ど
も
こ
、
は
、
白
氏
文
集
の
偶
吟

キ
ハ
セ

ニ
、
ル
ガ
ハ
ブ
ノ
ー
、

詩
に
、
無
し
情
水
任
方
円
器
不
し
繋
舟
随
去
住
風
と
い
へ
る
を
書
る
也
、
さ
て
げ
に
あ
や
な
し
は
、
此
本

文
に
か
ゞ
り
て
い
へ
り
、
（
五
の
巻
・
帯
木
巻
上
、
三
四
九
頁
）

△
△
（
部
分
的
否
定
）

言
の
本
の
意
は
、
拾
遺
の
説
の
如
く
な
る
べ
し
、
然
れ
ど
も
物
語
に
つ
か
ひ
た
る
意
は
、
側
々
し
き
也
、
（
五

の
巻
・
桐
壺
・
三
三
○
頁
）

□
（
判
断
保
留
）

…
…
（
前
略
）
・
・
…
．
さ
て
又
河
海
抄
其
外
の
抄
に
も
、
引
歌
未
勘
と
し
る
さ
れ
て
、
い
か
な
る
歌
の
詞
と
も
し

ら
れ
ぬ
も
、
を
り
（
を
り
）
あ
る
は
、
猶
よ
く
か
む
か
へ
て
、
引
出
ま
ほ
し
き
わ
ざ
な
り
、
（
一
の
巻
・
引
歌

と
い
ふ
も
の
の
事
、
一
八
二
頁
）

○
（
賛
成
）

河
海
に
も
、
一
部
の
う
ち
、
紫
ノ
上
の
事
を
、
す
ぐ
れ
て
か
き
な
し
た
る
故
に
、
藤
式
部
を
改
め
て
、
紫
式
部

と
号
せ
ら
れ
た
り
と
あ
り
、
今
思
ふ
に
、
紫
ノ
上
の
事
を
、
す
ぐ
れ
て
書
け
る
故
と
い
ふ
は
、
さ
も
有
る
べ
し
、

（
一
の
巻
・
紫
式
部
が
事
、
一
七
五
頁
）

△×
（
否
定
）

（
一
の

（
否
定
）

此
事
は
、
契
仲
も
い
へ
る
ご
と
く
、
た
ぎ
そ
ら
に
う
か
べ
給
へ
る
が
、
た
が
へ
る
な
ど
を
、
そ
の
ま
、
に
、
ゆ
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ちうさくは、河海抄ぞ第一の物なる（相田）

表
３
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
中
に
て
、
説
を
否
定
さ
れ
た
件
数
（
否
定
率
の
少
な
い
も
の
順
）

く
り
な
く
し
る
さ
れ
た
る
も
の
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
、
然
る
を
後
の
抄
ど
も
に
も
、
そ
の
考
へ
な
く
、
た
ず
河
海
の

ま
、
に
と
ら
れ
た
る
、
そ
れ
も
又
み
だ
り
な
る
わ
ざ
な
り
、
す
べ
て
そ
の
心
し
て
見
く
し
、
（
一
の
巻
・
引
歌

と
い
ふ
も
の
の
事
、
一
八
二
頁
）

そ
の
結
果
、
宣
長
に
よ
り
否
定
さ
れ
た
各
説
の
集
計
処
理
を
試
み
た
も
の
を
表
３
に
示
し
た
。

こ
の
分
類
・
判
定
を
施
す
に
際
し
て
は
、
ど
う
し
て
も
判
断
の
窓
意
性
を
免
れ
得
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
判
断
を
な
る
べ
く
客
観

的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
上
記
の
判
断
を
否
定
か
そ
れ
以
外
か
に
分
別
し
、
そ
れ
を
集
計
化
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
な
お
、
参
考
ま

で
に
、
別
に
一
覧
を
付
載
し
た
の
で
参
看
せ
ら
れ
た
い
。
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紫
家
七
論

細
流
な
ど
諸
抄

花
鳥
餘
情

湖
月
師
説

河
海
抄

源
注
拾
遺

或
抄
抄

所
引
注
釈
書
名

6 4

３
９
１
１
５
０
７
７ 7 1

否
定
数

ハ
ム
、
）
《
串
、
〉
●
門
″
〃
，

《
』
ｍ
〉
《
坐
皿
〕
●
【
〃
″
０

《
晶
叩
〉
戸
烏
ロ
》
●
〈
叩
叩
〉

《
醍
叩
〉
４
刎
ユ
ユ
●
勺
■
Ⅱ
ユ

《
恥
叩
〉
利
Ⅱ
ユ
●
［
〃
０

ハ
室
ｐ
Ｕ
ｎ
〕
》
●
１
１
ユ

の
〃
］
（
）
（
）
●
ハ
叩
叩
〉

（
叩
〃
］
〈
“
叩
〉
●
〈
叩
叩
〉

％

注 傍
注
注
釈
ど
も

源
氏
外
伝

諸
抄
細
流
抄

雨
夜
物
語
だ
み
詞

弄
花
抄

孟
津
抄

２
４
１
４
８
１
１ 7

２
６
６
６
3

1

1

7 8

９
４
．
８

ｎ
〕
Ｊ
の
〃
］
●
《
く
》

〈
皿
切
》
利
Ⅱ
ユ
●
旬
〃
０

（
）
〈
）
［
ノ
ー
●
Ｆ
ｈ
Ｕ

（
〉
（
〕
《
陽
叩
〉
●
旬
・
〃
，

（
）
〈
）
〈
叩
叩
〉
●
Ｆ
『
〉

門
〃
０
局
〃
，
●
Ｆ
『
》

局
Ｊ
０
ｎ
ぺ
Ｕ
●
ｎ
〕
〉

局
〃
，
（
叩
／
］
●
［
〃
，



上
記
結
果
か
ら
考
え
る
に
、
ゴ
チ
ッ
ク
文
字
で
示
し
た
よ
う
な
、
出
現
数
の
多
い
、
ま
と
ま
っ
た
注
釈
書
類
の
中
で
は
、
「
源
注
拾
遺
」

「
河
海
抄
」
が
順
に
上
位
二
つ
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
源
注
拾
遺
」
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
引
用
し
た
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
「
註
釈
」
の
項
に
て
、

さ
て
又
契
沖
ほ
う
し
の
源
註
拾
遺
と
い
ふ
物
八
巻
あ
り
、
こ
と
八
、
く
注
せ
る
に
は
あ
ら
で
、
た
だ
諸
抄
に
も
れ
た
る
事
、
誤
れ
る

そ
の
他
（
否
定
数
０
の
も
の
。
出
現
数
は
表
２
参
照
。
一

一
条
禅
閣
の
年
立
・
稲
掛
ノ
大
平
・
玉
勝
間
・
後
の
抄
ど
も
（
花
鳥
餘
情
以
後
）
・
水
源
抄
・
長
谷
川
ノ
常
雄
・
万
水
一
露
・

明
星
抄
・
弄
花
抄
・
眠
江
入
楚
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注
（
含
河
海
抄
）

諸
説
諸
抄
（
河
海
抄
其
外
の
抄
）

後
の
抄
ど
も
（
河
海
抄
以
後
）

後
の
抄
ど
も

湖
月
抄
一
説

或
注
は
や
く
の
性
釈
ど
も

ち
か
き
諸
抄
（
青
表
紙
本
文
と
）

く
さ
ぐ
さ
の
説

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

イ
ロ
Ⅱ
ユ
ハ
叩
叩
〉
〈
皿
叩
〉
●
〈
叩
叩
〉

利
Ⅱ
ユ
〈
叩
叩
〉
（
ｎ
Ｍ
〉
●
〈
叩
叩
〉

１
Ⅱ
ユ
ハ
恥
叩
〉
ハ
叩
叩
〉
●
〈
皿
叩
）

１
Ⅱ
ユ
ハ
叩
“
〉
ハ
叩
〉
●
ハ
叩
〉

１
Ⅱ
ユ
ハ
叩
〉
〈
皿
叩
〉
●
〈
耶
叩
〉

１
Ⅱ
ユ
ハ
恥
叩
〉
〈
“
叩
〉
●
〈
叩
叩
〉

１
０
ユ
ハ
叩
〉
ハ
叩
〉
●
〈
叩
叩
〉

１
０
０
．
０

勺
■
０
冬
（
皿
叩
〉
〈
叩
叩
〉
●
ハ
叩
〉

利
Ⅱ
ユ
〈
皿
叩
〉
ｎ
ｍ
〉
●
〈
皿
叩
〉

注
ど
も

宗
祇
注
（
抄
）

説 或
説
ふ
る
き
注
ど
も

ふ
る
き
抄
ど
も

菱 注
或
説

注
（
湖
月
抄
の
こ
と
）

注
（
湖
月
抄
＆
？
）

２
４ 8 2 2 2 2 1 1 1 1

利
Ⅱ
ユ
〈
叩
叩
〉
〈
叩
叩
〉
●
〈
、
叩
〉

１
Ⅱ
ユ
〈
皿
叩
〉
〈
叩
叩
〉
●
ハ
叩
〉

利
Ⅱ
ユ
ハ
皿
叩
〉
〈
“
叩
〉
●
〈
、
叩
〉

１
０
０
．
０

勺
“
Ⅱ
ユ
ハ
叩
〉
〈
皿
叩
〉
●
〈
叩
叩
〉

１
Ⅱ
ユ
ハ
皿
ｖ
〈
叩
叩
〉
●
ハ
叩
〉

１
０
０
．
０

１
Ⅱ
ユ
ハ
叩
叩
〉
〈
叩
Ｕ
●
ハ
叩
〉

１
Ⅱ
ユ
ハ
皿
叩
〉
〈
皿
叩
〉
●
〈
叩
叩
〉

１
Ⅱ
ユ
〈
皿
叩
〉
〈
、
叩
）
●
〈
皿
叩
〉
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表
４
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
に
引
用
さ
れ
る
注
釈
書
一
覧
兼
索
引

■
或
抄
■

ト
キ

事
ど
も
を
、
こ
、
か
し
こ
、
わ
き
ま
へ
解
た
る
物
也
、
此
人
は
、
よ
に
こ
と
な
る
さ
と
り
有
し
人
な
れ
ば
、
め
ず
ら
し
き
こ
と
多
し
、

ア
カ
、
ン

す
べ
て
こ
の
人
の
あ
ら
は
せ
る
書
ど
も
は
、
近
き
世
の
う
き
た
る
説
を
ぱ
、
さ
ら
に
と
ら
で
、
何
事
も
、
古
き
書
を
證
と
し
て
、
新

に
見
明
ら
め
た
る
こ
と
お
ほ
き
也
、

と
あ
る
如
く
、
当
時
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
契
沖
の
言
説
に
対
し
、
肯
定
的
な
評
が
下
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
集
計
結
果
が
、
宣
長
の
源
氏
注
釈
書
観
、
す
な
わ
ち
、
「
玉
の
小
櫛
」
注
釈
の
項
冒
頭
表
現
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け
の
心
証

的
反
映
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
河
海
抄
」
が
、
六
割
近
い
否
定
的
見
解
を
得
な
が
ら
も
、
他
書
に

比
べ
て
相
対
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
が
統
計
的
に
一
つ
の
結
果
と
し
て
提
示
で
き
た
意
義
は
大
き
い
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
、
本
稿
に
お
け
る
調
査
に
お
い
て
は
、
宣
長
が
「
河
海
抄
」
を
ど
れ
だ
け
詳
細
に
分
析
し
て
「
第
こ
と
の
判
断
を
下
し
た
か

に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
論
を
保
留
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
如
く
、
宣
長
が
「
河
海
抄
」
を
実
見
し
て
精
細
に
分
析
し

た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
、
上
記
調
査
で
は
今
な
お
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
期
し
た
い
。

◇
五
・
桐
壺
巻
▼
あ
ぢ
き
な
う
く
三
〉
３
１
８
．
６
○
▼
も
ろ
と
も
に
は
ぐ
魯
ま
い
お
ぼ
つ
か
な
さ
を
〈
十
二
〉
３
２
２
．
１
９
×

｛
凡
例
】以

下
は
、
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
に
引
か
れ
、
検
討
・
批
評
を
加
え
ら
れ
た
源
氏
注
釈
書
の
一
覧
に
、
巻
・
部
・
見
出

し
〈
湖
月
抄
の
丁
付
〉
・
「
本
居
宣
長
全
集
」
第
四
巻
に
お
け
る
頁
行
・
説
の
判
定
等
を
加
え
て
索
引
機
能
を
持
た
せ
た

も
の
で
あ
る
。
配
列
は
、
あ
い
う
え
お
順
に
従
っ
た
。
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や
〈

■
或
説
■

◇
三

◇
六
・
帯
木
巻
下
▼
え
た
も
つ
ま
じ
く
〈
廿
七
〉
３
６
０
．
１
０
×
▼
う
た
が
こ
そ
ふ
く
け
れ
ば
〈
廿
七
〉
３
６
１
．
６
○
▼
ね
た

う
〈
句
〉
心
と
守
め
て
も
云
々
〈
舟
八
〉
３
６
６
．
１
９
○

◇
六
・
空
蝉
巻
▼
う
へ
に
や
さ
ふ
ら
ひ
給
ひ
つ
る
〈
九
〉
３
７
３
．
１
○

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
つ
き
し
ろ
ひ
め
く
は
す
〈
五
〉
３
７
４
．
７
○
▼
さ
る
べ
き
に
こ
そ
は
く
十
七
〉
３
７
７
．
１
４
○
▼
か
し
こ
く

も
と
め
〈
州
五
〉
３
８
０
．
１
１
○
▼
う
ち
か
は
し
給
へ
り
し
が
云
々
〈
四
十
〉
３
８
１
．
１
７
×

◇
七
・
蓬
生
巻
▼
の
た
ま
ひ
す
べ
し
て
〈
廿
二
〉
４
２
０
．
２
○

◇
九
・
宇
治
・
は
し
姫
巻
▼
わ
が
御
時
〈
九
〉
４
７
７
．
１
１
○
▼
〈
歌
〉
命
あ
ら
ぱ
云
々
〈
四
十
三
〉
４
７
９
．
１
３
×

◇
九
・
宇
治
．
あ
げ
ま
き
の
巻
▼
も
の
の
つ
み
め
き
た
る
〈
八
十
二
〉
４
８
７
．
１
０
○

◇
九
・
宇
治
・
宿
木
巻
▼
や
が
て
あ
と
た
え
な
ま
し
よ
り
は
〈
十
〉
４
９
１
．
４
×
▼
む
ね
は
お
さ
へ
た
る
云
々
〈
五
十
八
〉
４
９

２
．
１
９
○
▼
た
い
ふ
が
も
と
よ
り
〈
七
十
一
〉
４
９
４
．
１
○

◇
九
・
宇
治
・
東
屋
巻
▼
き
よ
ら
に
に
あ
ひ
た
り
〈
廿
三
〉
４
９
７
．
１
○

◇
九
・
宇
治
・
浮
舟
巻
▼
お
ろ
か
な
る
に
や
は
〈
四
十
四
〉
５
０
６
．
２
○

◇
九
・
宇
治
・
か
げ
ろ
ふ
の
巻
▼
く
は
し
く
は
き
か
せ
奉
ら
ぬ
に
や
く
四
十
六
〉
５
１
２
．
７
○
▼
く
は
し
く
は
き
か
せ
奉
ら
ぬ
に

や
く
四
十
六
〉
５
１
３
．
７
×
▼
此
御
ゆ
か
り
に
は
〈
五
十
五
〉
５
１
５
．
４
×
▼
此
御
ゆ
か
り
に
は
〈
五
十
五
〉
５
１
５
．
４
○

▼
夜
い
た
う
ふ
け
ぬ
れ
ば

〈
廿
四
〉
３
２
９
．
１
６
○

・
巻
々
の
と
し
立
▼
竹
川
巻
２
６
７
．
１
１
×
▼
紅
梅
巻
２
６
９
．
５
×

〈
十
四
〉
３
２
４
．
２
○
▼
あ
さ
が
れ
ひ
〈
十
九
〉
３
２
６
．
１
４
×
▼
あ
や
し
く
よ
そ
へ
聞
え
つ
べ
き
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◇
八
・
下
〈
ノ
〉

■
雨
夜
物
語
だ
み
詞
■

■
一
条
禅
閤
の
年
立
■

◇
三
・
巻
々
の
と

■
稲
掛
〈
ノ
〉
大
平
■

■
或
注
■

◇
五
・
帯
木
巻
上
▼
お
ほ
い
と
の
に
は
お
ぼ
つ
か
な
く
〈
三
〉
３
３
４
．
１
２
×
▼
右
の
お
と
ず
の
い
た
は
り
か
し
づ
き
給
ふ
す
み

か
は
〈
三
〉
３
３
４
．
１
６
×
▼
ひ
と
つ
ゆ
ゑ
づ
け
て
〈
五
〉
３
３
７
．
３
×
▼
ひ
と
つ
ゆ
ゑ
づ
け
て
〈
五
〉
３
３
７
．
４
×
▼

ほ
、
ゑ
み
て
〈
五
〉
３
３
７
．
１
１
×
▼
ほ
、
ゑ
み
て
〈
五
〉
３
３
７
．
１
１
○
▼
や
む
こ
と
な
き
〈
六
〉
３
３
８
．
５
×
▼
な
ま

（
な
ま
）
の
か
ん
だ
ち
め
〈
七
〉
３
３
８
．
１
４
×
▼
す
て
が
た
こ
も
の
を
ば
と
て
〈
八
〉
３
４
１
．
２
×
▼
さ
れ
ど
何
か
〈
十
〉

３
４
２
．
１
１
×
▼
と
こ
ろ
せ
く
思
ひ
た
ま
へ
ぬ
だ
に
〈
十
〉
３
４
２
．
１
４
○
▼
こ
め
き
て
〈
十
〉
３
４
５
．
１
５
○
▼
そ
ば

（
そ
ば
）
し
く
〈
十
〉
３
４
６
．
１
７
○
▼
よ
ろ
こ
び
に
思
ひ
く
十
二
〉
３
４
７
．
１
７
○
▼
見
そ
め
し
心
ざ
し
い
と
ほ
し
く
思
は

ば
く
十
四
〉
３
４
９
．
５
×
▼
た
ぢ
ろ
き
に
〈
十
四
〉
３
４
９
．
９
○
▼
た
の
も
し
げ
な
き
う
た
が
ひ
く
十
四
〉
３
５
０
．
１
×
▼

た
の
も
し
げ
な
き
う
た
が
ひ
く
十
四
〉
３
５
０
．
２
×
▼
た
の
も
し
げ
な
き
う
た
が
ひ
く
十
四
〉
３
５
０
．
２
×
▼
ひ
Ｆ
ら
き
ゐ
た

り
〈
十
四
〉
３
５
０
．
１
２
×
▼
う
る
は
し
き
人
の
て
う
ど
の
〈
十
五
〉
３
５
０
．
１
８
×
▼
す
く
よ
か
な
ら
ぬ
山
の
け
し
き
く
十

六
〉
３
５
１
．
９
×

◇
七
・
葵
巻
▼
〈
歌
〉
今
も
見
て
云
々
〈
舟
五
〉
４
０
３
．
１
６
○

◇
八
・
下
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
げ
に
あ
な
が
ち
に
思
ふ
人
の
た
め
に
は
云
々
〈
八
十
七
〉
４
５
７
．
７
○

◇
六
・
帯
木
巻
下
▼
か
た
き
世
ぞ
と
は
云
々
〈
廿
一
〉
３
５
７
．
５
×

・
巻
々
の
と
し
立
▼
あ
ふ
ひ
の
巻
２
５
５
．

１
４
○
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■
河
海
抄
■

◇
一
．
此
源
氏
の
物
語
の
作
り
ぬ
し
▼
１
７
４
．
１
２
×

◇
一
・
紫
式
部
が
事
▼
１
７
５
．
１
５
×
▼
１
７
６
．
２
○

◇
一
・
作
れ
る
時
世
▼
１
７
７
．
９
○

◇
一
・
註
釈
▼
１
８
０
．
１
３
○
▼
１
８
０
．
１
６
×
▼
１
８
０
．
１
６
○
▼
１
８
０
．
１
７
×

◇
一
・
引
歌
と
い
ふ
も
の
の
事
▼
１
８
２
．
３
○
▼
１
８
２
．
４
×
▼
１
８
２
．
８
×

◇
二
・
な
ほ
お
ほ
む
ね
▼
心
に
の
み
こ
め
て
、
無
言
太
子
と
か
、
ほ
う
し
ば
ら
の
、
か
な
し
き
事
に
す
る
、
む
か
し
の
た
と
ひ
の
や

う
に
、
あ
し
き
こ
と
よ
き
こ
と
を
、
お
も
ひ
し
り
な
が
ら
、
う
づ
も
れ
な
ん
も
、
い
ふ
か
ひ
な
し
、
２
１
１
．
７
○
▼
胡
蝶
〈
ノ
〉

巻
く
二
〉
云
、
恋
の
山
に
は
、
く
じ
の
た
ふ
れ
云
々
、
２
１
６
．
１
０
○

◇
五
・
桐
壺
巻
▼
花
や
か
な
る
く
三
〉
３
１
８
．
１
１
×
▼
わ
り
な
く
〈
四
〉
３
１
９
．
７
×
▼
ま
み
な
ど
も
い
と
た
ゆ
げ
に
て

〈
七
〉
３
２
０
．
１
５
×
▼
御
使
の
ゆ
き
か
ふ
く
七
〉
３
２
１
．
１
１
×
▼
す
げ
な
ふ
く
九
〉
３
２
２
．
１
×
▼
う
し
ろ
め
た
う

◇
六
・
帯
木
巻
下
▼
の
り
の
し
の
〈
十
七
〉
３
５
３
．
３
×
▼
ま
ほ
〈
十
七
〉
３
５
３
．
４
×
▼
さ
が
な
さ
も
云
々
〈
十
八
〉
３
５

３
．
１
４
×
▼
ま
こ
と
に
う
し
な
ど
も
思
ひ
て
〈
十
八
〉
３
５
４
．
３
×
▼
ち
ぎ
り
ふ
か
く
と
も
〈
十
八
〉
３
５
４
．
５
○
▼
あ
い

な
だ
の
み
〈
十
九
〉
３
５
４
．
１
２
×
▼
つ
な
び
き
て
く
廿
一
〉
３
５
６
．
５
○
▼
は
か
な
き
花
も
み
ぢ
と
い
ふ
も
云
々
〈
廿
一
〉

３
５
６
．
１
８
×
▼
か
た
き
世
ぞ
と
は
云
々
〈
廿
一
〉
３
５
７
．
４
×
▼
ま
か
り
か
よ
ひ
し
〈
廿
一
〉
３
５
７
．
１
４
×
▼
す
こ
し

ま
ば
ゆ
く
〈
廿
二
〉
３
５
８
．
１
×
▼
こ
と
な
る
事
も
な
か
り
き
や
〈
同
〉
３
５
９
．
１
６
×
▼
さ
れ
ば
か
の
さ
が
な
も
の
も
云
々

わ
び
し
か
り
ぬ
く
け
れ
〈
廿
七
〉
３
６
０
．
１
３
○
▼
さ
い
し
〈
廿
九
〉
３
６
２
．
１
×
▼
お
ひ
て
〈
舟
〉
３
６
２
．
１
７
×
▼
あ

は
め
〈
舟
一
〉
３
６
３
．
３
×
▼
も
の
し
き
事
な
れ
〈
刑
二
〉
３
６
３
．
１
６
×
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◇
七
・
葵
巻
▼
ゆ
す
り
み
ち
て
〈
廿
五
〉
４
０
３
．
８
○

◇
七
・
須
磨
巻
▼
こ
し
の
べ
て
〈
五
〉
４
０
９
．
４
×
▼
い
け
る
よ
に
と
は
く
舟
二
〉
４
１
１
．
１
７
×
▼
つ
く
り
ゑ
を
云
々
〈
舟

ミ
ヨ

〈
十
五
〉
３
２
４
．
１
４
×
▼
い
と
お
し
た
ち
か
ど
（
か
ど
）
し
き
く
十
八
〉
３
２
６
．
８
×
▼
三
代
の
み
や
づ
か
へ
に
く
廿
二
〉

３
２
８
．
１
４
○
▼
う
け
ば
り
て
〈
廿
五
〉
３
２
８
．
１
７
×
▼
こ
よ
な
く
〈
廿
五
〉
３
２
９
．
９
×
▼
な
づ
さ
ひ
く
廿
五
〉
３
２

９
．
１
２
○
▼
み
づ
ら
く
廿
七
〉
３
３
１
．
４
×

◇
五
・
帯
木
巻
上
▼
い
と
ず
か
、
る
す
き
ご
と
ど
も
を
３
３
３
．
１
７
×
▼
御
物
忌
〈
二
〉
３
３
４
．
７
×
▼
ぺ
む
つ
れ
聞
え
〈
三
〉

３
３
５
．
６
×
▼
か
た
は
〈
三
〉
３
３
５
．
１
０
×
▼
お
の
が
じ
鼠
〈
四
〉
３
３
５
．
１
２
×
▼
あ
は
つ
か
に
〈
十
〉
３
４
５
．
１

２
○
▼
ふ
る
ご
た
ち
〈
十
三
〉
３
４
８
．
１
３
×
▼
つ
な
が
ぬ
舟
の
〈
十
四
〉
３
４
９
．
１
８
×
▼
さ
れ
ば
み
た
る
も
〈
十
五
〉
３

５
０
．
１
４
×
▼
す
み
が
き
〈
十
五
〉
３
５
１
．
５
○
▼
す
く
よ
か
な
ら
ぬ
山
の
け
し
き
く
十
六
〉
３
５
１
．
９
×

◇
六
・
帝
木
巻
下
▼
ひ
た
や
ご
も
り
に
〈
廿
〉
３
５
５
．
１
２
○
▼
あ
は
め
〈
舟
二
３
６
３
．
３
○
▼
ほ
国
ゆ
が
め
て
〈
舟
六
〉

３
６
５
．
１
８
×
▼
見
な
ほ
し
給
ふ
の
ち
せ
も
や
と
も
云
々
〈
四
十
二
〉
３
６
７
．
１
９
□
▼
こ
と
と
あ
か
く
な
れ
ば
〈
四
十
三
〉

３
６
８
．
１
４
○
▼
世
の
た
と
ひ
に
て
〈
四
十
四
〉
３
６
９
．
１
０
△

◇
六
・
空
蝉
巻
▼
〈
歌
〉
う
つ
せ
み
の
云
々
〈
九
〉
３
７
３
．
７
×

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
け
い
め
い
〈
廿
三
〉
３
７
８
．
１
８
×
▼
く
ち
な
う
〈
廿
三
〉
３
７
９
．
７
○

◇
六
・
若
紫
巻
▼
な
さ
け
な
き
人
に
な
り
ゆ
か
ば
く
七
〉
３
８
６
．
８
×
▼
〈
歌
〉
お
く
山
の
云
々
〈
廿
〉
３
８
９
．
１
８
×
▼
す

き
た
る
袋
〈
十
九
〉
３
９
０
．
４
×
▼
こ
ん
る
り
の
つ
ぼ
ど
も
に
〈
廿
〉
３
９
０
．
５
×
▼
同
じ
人
に
や
く
舟
四
〉
３
９
２
．
１

四
〉
４
１
１
．
１
９
○

⑪
。
×
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◇
八
・
下
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
青
に
ぴ
の
お
も
て
お
り
て
〈
廿
〉
４
５
４
．
１
４
○

◇
八
・
夕
霧
巻
▼
た
が
名
か
を
し
き
〈
七
十
五
〉
４
６
６
．
１
×

◇
八
．
ま
ぼ
ろ
し
の
巻
▼
式
い
ま
ゞ
で
へ
に
け
る
く
廿
〉
４
６
８
．
３
×

◇
八
・
に
ほ
ふ
宮
巻
▼
ぜ
ん
げ
う
た
い
し
の
〈
七
〉
４
６
９
．
１
２
×

◇
八
・
紅
梅
巻
▼
さ
か
し
き
ひ
じ
り
の
〈
十
〉
４
７
０
．
１
１
×

◇
八
・
竹
川
巻
▼
む
か
し
の
例
〈
叶
六
〉
４
７
５
．
１
２
×

◇
九
・
宇
治
・
は
し
姫
巻
▼
扇
な
ら
で
こ
れ
し
て
も
月
は
ま
ね
き
つ
く
か
け
り
〈
廿
〉
４
７
８
．
９
○

◇
九
・
宇
治
．
あ
げ
ま
き
の
巻
▼
み
や
う
が
う
の
糸
〈
二
〉
４
８
２
．
１
４
×

◇
九
・
宇
治
・
早
蕨
巻
▼
い
は
せ
も
り
の
云
々
〈
六
〉
４
８
８
．
１
３
○
▼
屋
ど
を
ば
か
れ
じ
と
〈
十
〉
４
８
８
．
１
５
×
▼
〈
歌
〉

し
な
て
る
や
云
々
〈
十
七
〉
４
９
０
．
５
×

◇
七
・
明
石
巻
▼
い
ひ
し
に
た
が
ふ
く
十
四
〉
４
１
５
．
５
×

◇
七
．
み
を
つ
く
し
の
巻
▼
御
は
か
し
云
々
〈
十
一
〉
４
１
７
．
１
４
×

◇
七
・
蓬
生
巻
▼
の
た
ま
ひ
す
べ
し
て
〈
廿
二
〉
４
２
０
．
２
○
▼
丁
こ
ぽ
ち
た
る
〈
廿
三
〉
４
２
０
．
５
○

◇
七
・
を
と
め
の
巻
▼
風
の
ち
か
ら
け
だ
し
す
ぐ
な
し
〈
十
九
〉
４
２
９
．
１
×
▼
う
へ
の
五
節
〈
舟
六
〉
４
２
９
．
１
３
○

◇
七
・
玉
か
づ
ら
の
巻
▼
い
た
ぎ
き
を
は
な
れ
た
る
光
〈
廿
六
〉
４
３
２
．
２
×

◇
八
・
真
木
柱
巻
▼
む
か
し
の
な
に
が
し
が
た
め
し
も
〈
舟
二
〉
４
４
４
．
１
２
×

◇
八
・
上
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
お
い
ら
か
に
お
ほ
し
た
て
〈
四
十
八
〉
４
５
０
．
１
７
×
▼
ふ
く
ち
の
園
に
云
々
〈
九
十
三
〉
４
５

２
．
１
８
○
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■
花
鳥
餘
情
■

◇
三
・
巻
々
の
と
し
立
▼
桐
壺
巻
２
５
４
．
３
×
▼
竹
川
巻
２
６
６
．
７
×
▼
宿
木
巻
く
宇
治
五
〉
２
７
２
．
１
△
▼
宿
木
巻
く
宇

治
五
〉
２
７
２
．
２
△
▼
宿
木
巻
く
宇
治
五
〉
２
７
２
．
９
×
▼
匂
宮
巻
よ
り
下
花
鳥
の
年
立
い
た
く
み
だ
れ
誤
れ
る
事
２
７
３
．

３
×
▼
匂
宮
巻
よ
り
下
花
鳥
の
年
立
い
た
く
み
だ
れ
誤
れ
る
事
２
７
３
．
１
２
×
▼
匂
宮
巻
よ
り
下
花
鳥
の
年
立
い
た
く
み
だ
れ
誤

れ
る
事
２
７
４
．
１
１
×
▼
匂
宮
巻
よ
り
下
花
鳥
の
年
立
い
た
く
み
だ
れ
誤
れ
る
事
２
７
４
．
１
５
×

ム

◇
五
・
桐
壺
巻
▼
玉
の
を
の
こ
み
こ
く
三
〉
３
１
８
．
１
７
×
▼
や
が
て
さ
ふ
ら
は
せ
給
ひ
く
四
〉
３
１
９
．
９
×
▼
〈
御
歌
〉
宮

城
野
の
云
々
〈
十
二
〉
３
２
３
．
８
×
▼
〈
歌
〉
い
と
ず
し
く
云
々
雲
の
う
へ
人
〈
十
五
〉
３
２
４
．
７
×
▼
国
の
お
や
と
な
り
て

云
々
３
２
７
．
１
９
○
▼
大
蔵
卿
く
ら
人
つ
か
う
ま
つ
る
〈
廿
六
〉
３
３
１
．
５
×
▼
御
や
す
み
ど
こ
ろ
に
ま
か
で
給
ひ
て
云
々

◇
一
．
此
源
氏
の
物
語
の
作
り
ぬ
し
▼
１
７
４
．
１
１
×

◇
一
・
註
釈
▼
１
８
０
．
１
５
○
▼
１
８
０
．
１
５
□
▼
１
８
０
．
１
６
×
▼
１
８
０
．
１
６
○
▼
１
８
０
．
１
７
×

◇
一
・
引
歌
と
い
ふ
も
の
の
事
▼
１
８
２
．
３
○

◇
二
・
な
ほ
お
ほ
む
ね
▼
う
つ
ほ
の
藤
原
〈
ノ
〉
君
の
む
す
め
こ
そ
、
い
と
お
も
り
か
に
、
は
か
（
ば
か
）
し
き
人
に
て
、
あ
や
ま

ち
な
か
め
れ
ど
、
す
く
よ
か
に
、
い
ひ
出
た
る
し
わ
ざ
、
さ
も
女
し
き
と
こ
ろ
な
か
〈
ン
〉
め
る
ぞ
、
と
ひ
や
う
な
め
る
と
の
た
ま

◇
九
・
宇
治
・
宿
木
巻
▼
か
ぎ
り
だ
に
あ
る
な
ど
〈
六
十
〉
４
９
３
．
３
○
▼
た
く
み
も
ゑ
し
も
〈
六
十
〉
４
９
３
．
１
０
○

◇
九
・
宇
治
・
浮
舟
巻
▼
じ
や
う
ぐ
わ
ん
〈
五
十
三
〉
５
０
７
．
１
９
○
▼
ぶ
だ
う
の
も
の
ど
も
〈
六
十
〉
５
０
８
．
８
○

◇
九
・
宇
治
・
夢
浮
橋
巻
▼
（
総
論
）
５
２
０
．
１
８
×
▼
こ
と
（
ご
と
）
に
は
〈
十
四
〉
５
２
２
．
１
６
○

〈
廿
七
〉
３
３
１
．
９
○

へ
ば
、
２
０
８
．
１
５
○
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◇
六
・
若
紫
巻
▼
か
い
り
う
わ
う
の
き
さ
き
く
六
〉
３
８
６
．
４
×
▼
〈
歌
〉
さ
し
ぐ
み
に
云
々
〈
十
八
〉
３
８
９
．
１
１
○

◇
七
・
末
摘
花
巻
▼
た
、
う
め
の
花
の
〈
舟
二
〉
３
９
９
．
１
１
○

◇
七
・
葵
巻
▼
ひ
と
だ
ま
ひ
〈
七
〉
４
０
２
．
１
４
×

◇
七
・
榊
巻
▼
又
此
わ
た
り
に
云
々
〈
廿
〉
４
０
６
．
２
×

◇
七
・
須
磨
巻
▼
こ
し
の
べ
て
〈
五
〉
４
０
９
．
４
○

◇
七
・
明
石
巻
▼
空
の
み
だ
れ
４
１
４
．
２
×

◇
七
・
絵
合
巻
▼
か
み
絵
〈
十
四
〉
４
２
１
．
１
２
×

◇
七
・
玉
か
づ
ら
の
巻
▼
い
た
Ｆ
き
を
は
な
れ
た
る
光
〈
廿
六
〉
４
３
２
．
３
×

◇
六
・
空
蝉
巻
▼
な
ほ
（
な
ほ
）
し
く
〈
九
〉
３
７
２
．
１
２
×

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
ゆ
げ
た
は
い
く
つ
と
云
々
〈
十
〉
３
７
５
．
１
５
×
▼
さ
れ
た
る
く
れ
竹
〈
十
九
〉
３
７
８
．
１
○
▼
わ
か
れ
と

い
ふ
も
の
の
云
々
〈
叶
九
〉
３
８
１
．
８
×
▼
と
あ
る
も
か
蘭
る
も
云
々
〈
冊
九
〉
３
８
１
．
１
２
×
▼
け
い
め
い
し
給
て
く
四
十

◇
五
・
帯
木
巻
上
▼
を
さ
（
を
さ
）
た
ち
お
く
れ
ず
〈
三
〉
３
３
５
．
４
×
▼
そ
こ
に
こ
そ
〈
四
〉
３
３
６
．
３
×
▼
な
ま
（
な
ま
）

の
か
ん
だ
ち
め
〈
七
〉
３
３
８
．
１
４
×
▼
な
ま
（
な
ま
）
の
か
ん
だ
ち
め
〈
七
〉
３
３
８
．
１
４
○
▼
世
に
あ
り
と
人
に
し
ら
れ

ず
云
々
〈
八
〉
３
４
０
．
１
５
×
▼
か
み
は
下
に
た
す
け
ら
れ
〈
九
〉
３
４
１
．
１
０
○
▼
こ
め
き
て
〈
十
〉
３
４
５
．
１
５
○
▼

し
な
に
も
よ
ら
じ
く
十
〉
３
４
７
．
６
×
▼
う
る
は
し
き
人
の
て
う
ど
の
〈
十
五
〉
３
５
０
．
１
８
×

◇
六
・
帝
木
巻
下
▼
伊
予
〈
ノ
〉
介
〈
舟
六
〉
３
６
６
．
９
×
▼
見
な
ほ
し
給
ふ
の
ち
せ
も
や
と
も
云
々
〈
四
十
二
〉
３
６
７
．
１

い
ふ
も
の
の
云
々

二
〉
３
８
２
．
４
×

Ｑ
Ｊ
×
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■
源
氏
物
語
新
釈
■

◇
一
・
註
釈
▼

◇
一
．
此

■
源
氏
外
伝
■

■
く
さ
ぐ
さ
の
説
■

◇
一
・
註
釈
▼
１
８
１
．
１
２
×

◇
二
・
な
ほ
お
ほ
む
ね
▼
２
２
６
．
１
９
×
▼
２
２
７
．
２
×
▼
２
２
７
．
３
×
▼
２
２
７
．
１
０
○
▼
２
２
７
．
１
１
×
▼
２
２

８
．
９
×
▼
２
２
８
．
１
１
×

◇
九
・
宇
治
・
手
習
巻
▼
う
つ
し
人
に
な
り
て
云
々
〈
六
十
九
〉
５
２
０
．
９
○

◇
九
・
宇
治
・
夢
浮
橋
巻
▼
雲
の
は
る
か
に
云
々
〈
廿
〉
５
２
２
．
４
○

◇
八
・
に
ほ
ふ
宮
巻
▼
ぜ
ん
げ
う
た
い
し
の
〈
七
〉
４
６
９
．
１
２
×

◇
九
・
宇
治
．
あ
げ
ま
き
の
巻
▼
み
や
う
が
う
の
糸
〈
二
〉
４
８
２
．
１
４
×
▼
さ
や
う
に
お
も
む
け
て
云
々
〈
七
〉
４
８
３
。

７
×
▼
す
て
が
た
く
お
と
し
お
き
〈
州
〉
４
８
４
．
９
○

◇
九
・
宇
治
・
早
蕨
巻
▼
い
は
せ
も
り
の
云
々
〈
六
〉
４
８
８
．
１
２
○

◇
九
・
宇
治
・
宿
木
巻
▼
我
こ
そ
さ
き
に
な
ど
く
四
十
九
〉
４
９
２
．
４
×
▼
め
づ
ら
か
な
る
事
な
め
れ
ば
〈
五
十
四
〉
４
９
２
．

◇
八
・
藤
末
裏
葉
巻
▼
と
し
へ
に
け
る
此
家
の
〈
九
〉
４
４
７
．
１
７
○
▼
む
か
し
の
例
を
あ
ら
た
め
て
云
々
〈
廿
〉
４
４
９
．

１
１
×

［
ｊ
×

・
註
釈
▼
１
８
１
．
１
０
△

・
此
源
氏
の
物
語
の
作
り
ぬ
し
▼
１
７
４
．
１
４
×
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■
源
注
拾
遺
■

◇
五
・
帝
木
巻
上
▼
い
と
静
か
、
る
す
き
ご
と
ど
も
を
３
３
３
．
１
７
○
▼
御
物
忌
〈
二
〉
３
３
４
．
７
○
▼
を
さ
（
を
さ
）
た
ち

お
く
れ
ず
〈
三
〉
３
３
５
．
１
○
▼
べ
む
つ
れ
聞
え
〈
三
〉
３
３
５
．
６
○
▼
ぺ
む
つ
れ
聞
え
〈
三
〉
３
３
５
．
６
×
▼
か
た
は

〈
三
〉
３
３
５
．
１
０
×
▼
そ
こ
に
こ
そ
〈
四
〉
３
３
６
．
３
○
▼
た
守
う
は
く
ば
か
り
の
な
さ
け
に
〈
句
〉
て
は
し
り
か
き
く
四
〉

３
３
６
．
６
×
▼
ぴ
さ
う
な
き
く
十
〉
３
４
４
．
８
×
▼
な
ほ
く
る
し
か
る
ら
ん
〈
十
〉
３
４
６
．
１
６
○
▼
よ
ろ
こ
び
に
思
ひ

く
十
二
〉
３
４
７
．
１
７
○
▼
ふ
る
ご
た
ち
〈
十
三
〉
３
４
８
．
１
３
○
▼
た
の
も
し
げ
な
き
う
た
が
ひ
く
十
四
〉
３
５
０
．
３
○

◇
六
・
帯
木
巻
下
▼
お
よ
び
〈
十
九
〉
３
５
４
．
１
４
○
▼
つ
き
な
き
い
と
な
み
に
あ
は
せ
く
汁
二
〉
３
６
４
．
３
○
▼
や
を
ら

く
汁
五
〉
３
６
５
．
１
３
○
▼
ほ
、
ゆ
が
め
て
〈
舟
六
〉
３
６
５
．
１
８
×
▼
か
し
こ
げ
に
と
聞
ゆ
く
五
十
〉
３
７
１
．
５
×

◇
六
・
空
蝉
巻
▼
は
う
そ
く
な
る
〈
四
〉
３
７
１
．
１
２
×
▼
た
蔑
み
ひ
ろ
げ
て
ふ
す
〈
七
〉
３
７
２
．
７
×
▼
ぬ
ぎ
す
べ
し
た
り

◇
一
・
註
釈
▼
１
８
１
．
３
○

◇
一
・
引
歌
と
い
ふ
も
の
の
事
▼
１
８
２
．
６
○

◇
五
・
桐
壺
巻
▼
あ
っ
し
く
〈
二
〉
３
１
７
．
１
１
×
▼
ま
ば
ゆ
き
〈
三
〉
３
１
８
．
２
○
▼
此
御
に
ほ
ひ
に
は
〈
四
〉
３
１
９
．

４
○
▼
お
よ
す
げ
く
六
〉
３
２
０
．
３
○
▼
ま
み
な
ど
も
い
と
た
ゆ
げ
に
て
〈
六
〉
３
２
０
．
１
３
○
▼
〈
歌
〉
い
か
ま
ほ
し
き
は

〈
七
〉
３
２
１
．
５
△
▼
す
げ
な
ふ
く
九
〉
３
２
２
．
１
○
▼
は
た
寒
き
〈
十
〉
３
２
２
．
６
×
▼
〈
御
歌
〉
宮
城
野
の
云
々
〈
十

二
〉
３
２
３
．
８
×
▼
さ
う
（
ざ
う
）
し
く
〈
十
五
〉
３
２
４
．
１
１
○
▼
う
し
ろ
め
た
う
〈
十
五
〉
３
２
４
．
１
４
○
▼
い
と
お

し
た
ち
か
ど
（
か
ど
）
し
き
く
十
八
〉
３
２
６
．
８
○
▼
国
の
お
や
と
な
り
て
云
々
３
２
７
．
１
９
×
▼
き
は
こ
と
に
〈
廿
三
〉
３

２
８
．
１
１
×
▼
う
け
ば
り
て
〈
廿
五
〉
３
２
８
．
１
８
×
▼
そ
ば
（
そ
ば
）
し
き
く
廿
六
〉
３
３
０
．
１
５
△
△
▼
み
づ
ら
く
廿

七
〉
３
３
１
．
４
○

・
註
釈
▼
１
８
１
．
３
○
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と
見
ゆ
る
う
す
ぎ
ぬ
を
〈
十
〉
３
７
２
．
１
５
×
▼
〈
歌
〉
う
つ
せ
み
の
云
々
〈
九
〉
３
７
３
．
５
□

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
御
心
ざ
し
の
と
こ
ろ
〈
七
〉
３
７
５
．
３
×
▼
わ
が
か
な
し
と
思
ふ
む
す
め
を
〈
十
二
〉
３
７
６
．
１
１
×
▼
右

近
の
君
こ
そ
〈
十
三
〉
３
７
６
．
１
６
○
▼
其
車
を
ぞ
見
ま
し
〈
十
四
〉
３
７
７
．
３
△
▼
何
心
も
な
く
云
々
〈
廿
六
〉
３
８
０
．

１
×
▼
わ
れ
か
の
け
し
き
く
廿
七
〉
３
８
０
．
５
○
▼
つ
、
み
の
ほ
ど
〈
四
十
〉
３
８
１
．
１
９
○
▼
は
ふ
れ
ぬ
べ
き
に
や
く
四
十
〉

マ
マ

３
８
２
．
１
○
▼
あ
ゑ
に
〈
四
十
六
〉
３
８
３
．
１
×
▼
い
と
し
も
人
に
〈
四
十
六
〉
３
８
３
．
３
○

◇
六
・
若
紫
巻
▼
心
を
や
れ
る
す
ま
ひ
〈
五
〉
３
８
５
．
１
６
×
▼
あ
さ
は
か
く
十
七
〉
３
８
９
．
２
○
▼
お
と
な
（
お
と
な
）
し

う
云
々
〈
十
七
〉
３
８
９
．
４
×
▼
〈
歌
〉
さ
し
ぐ
み
に
云
々
〈
十
八
〉
３
８
９
．
８
○
▼
〈
歌
〉
お
く
山
の
云
々
〈
廿
〉
３
８

９
．
１
８
×
▼
す
き
た
る
袋
〈
十
九
〉
３
９
０
．
４
○
▼
と
は
い
は
つ
ら
き
〈
廿
四
〉
３
９
０
．
１
５
○
▼
〈
歌
〉
お
も
か
げ
は

云
々
〈
廿
五
〉
３
９
１
．
２
○
▼
同
じ
人
に
や
く
舟
四
〉
３
９
２
．
１
３
○
▼
ひ
き
さ
げ
て
〈
四
十
七
〉
３
９
５
．
４
○

◇
七
・
末
摘
花
巻
▼
父
君
の
も
と
を
〈
三
〉
３
９
８
．
５
×
▼
わ
ざ
と
ぴ
は
は
ひ
け
ど
〈
九
〉
３
９
８
．
８
△
▼
え
か
た
の
や
う
に

も
云
々
〈
廿
〉
３
９
８
．
１
９
○

◇
七
・
紅
葉
賀
巻
▼
心
な
げ
に
い
は
け
て
〈
廿
〉
４
０
０
．
１
５
○

◇
七
・
葵
巻
▼
ゆ
す
り
み
ち
て
〈
廿
五
〉
４
０
３
．
８
○
▼
か
つ
そ
こ
な
は
れ
〈
廿
六
〉
４
０
３
．
１
１
○
▼
め
を
お
し
し
ぼ
り

つ
、
〈
四
十
一
〉
４
０
４
．
７
×
▼
ヘ
春
や
来
ぬ
る
と
も
云
々
〈
五
十
二
〉
４
０
４
．
１
７
○

◇
七
・
榊
巻
▼
と
の
ゐ
も
の
の
袋
〈
十
六
〉
４
０
５
．
１
３
○
▼
〈
歌
〉
あ
ふ
こ
と
の
云
々
〈
廿
五
〉
４
０
６
．
１
４
○
▼
〈
歌
〉

あ
ふ
こ
と
の
云
々
〈
廿
五
〉
４
０
６
．
１
８
△
△
▼
式
霞
も
人
の
〈
舟
七
〉
４
０
７
．
１
１
○

◇
七
・
須
磨
巻
▼
ひ
た
、
け
た
ら
ん
〈
二
〉
４
０
９
．
２
○
▼
い
へ
ば
え
に
〈
六
〉
４
０
９
．
１
１
○
▼
涙
を
ひ
と
め
う
け
て
〈
十

二
〉
４
０
９
．
１
７
○
▼
〈
歌
〉
ふ
る
里
を
云
々
〈
廿
三
〉
４
１
１
．
１
○
▼
〈
歌
〉
浦
に
た
く
云
々
〈
廿
七
〉
４
１
１
．
１
３
×
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◇
七
・
蛍
巻
▼
う
す
き
か
た
に
〈
六
〉
４
３
３
．
１
７
○

◇
七
・
と
こ
な
つ
の
巻
▼
〈
歌
〉
草
わ
か
み
云
々
〈
廿
五
〉
４
３
６
．
１
８
○
▼
大
川
水
の
〈
廿
五
〉
４
３
６
．
１
９
×

▼
い
か
で
か
は
う
ち
ぐ
し
て
は
云
々
〈
四
十
〉
４
１
２
．
１
１
△
▼
く
ら
か
な
に
ぞ
な
る
〈
四
十
六
〉
４
１
３
．
８
×
▼
〈
歌
〉
た

づ
が
な
き
云
々
〈
四
十
八
〉
４
１
３
．
９
○

◇
七
・
明
石
巻
▼
雨
の
あ
し
し
め
り
く
六
〉
４
１
４
．
７
○
▼
〈
歌
〉
あ
は
と
見
る
云
々
〈
十
六
〉
４
１
５
．
７
○
▼
〈
歌
〉
あ
は

と
見
る
云
々
〈
十
六
〉
４
１
５
．
１
２
×
▼
げ
に
物
思
ひ
し
ら
ん
人
に
こ
そ
〈
舟
一
〉
４
１
６
．
１
０
○
▼
〈
歌
〉
な
げ
き
つ
餌

云
々
〈
四
十
六
〉
４
１
７
．
６
○

◇
七
．
み
を
つ
く
し
の
巻
▼
〈
歌
〉
う
ち
つ
け
の
〈
十
〉
４
１
７
．
１
３
○

◇
七
・
絵
合
巻
▼
同
じ
き
心
葉
の
〈
十
五
〉
４
２
１
．
１
３
×
▼
お
れ
も
の
〈
廿
〉
４
２
２
．
８
×

◇
七
・
松
風
巻
▼
つ
な
し
〈
四
〉
４
２
２
．
１
２
×
▼
天
に
う
ま
る
、
人
の
云
々
〈
十
〉
４
２
２
．
１
６
○
▼
水
の
音
な
ひ
か
ご
と

が
ま
し
う
聞
ゆ
く
十
六
〉
４
２
３
．
７
○

◇
七
・
薄
雲
巻
▼
た
す
き
ひ
き
ゆ
ひ
く
十
〉
４
２
５
．
１
１
○
▼
た
ザ
よ
の
つ
れ
の
お
ぼ
え
に
云
々
〈
十
三
〉
４
２
５
．
１
７
×
▼

思
ふ
こ
と
し
て
し
が
な
と
〈
舟
五
〉
４
２
６
．
７
○
▼
思
ふ
こ
と
し
て
し
が
な
と
〈
冊
五
〉
４
２
６
．
８
×

◇
七
・
朝
顔
巻
▼
み
そ
ぎ
を
神
は
〈
六
〉
４
２
６
．
１
７
×
▼
う
す
、
ぎ
い
で
き
て
〈
十
二
〉
４
２
７
．
１
０
×
▼
松
と
竹
と
の

云
々
〈
十
九
〉
４
２
７
．
１
９
×

◇
七
・
玉
か
づ
ら
の
巻
▼
ひ
醤
き
の
な
だ
〈
十
四
〉
４
３
１
．
５
□
▼
〈
歌
〉
う
き
こ
と
に
云
々
〈
十
四
〉
４
３
１
．
６
○
▼
此
君

と
と
の
た
ま
へ
ば
く
舟
二
〉
４
３
２
．
６
×
▼
お
や
め
き
て
の
た
ま
ふ
〈
冊
二
〉
４
３
２
．
８
×
▼
を
む
な
に
な
る
ま
で
〈
附
七
〉

４
３
２
．
１
３
×
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◇
八
・
真
木
柱
巻
▼
心
浅
き
人
の
た
め
に
ぞ
云
々
〈
二
〉
４
４
３
．
８
×
▼
〈
歌
〉
お
り
た
ち
て
云
々
〈
六
〉
４
４
３
．
１
３
○
▼

さ
と
い
か
け
給
ふ
く
十
五
〉
４
４
４
．
６
×
▼
い
と
い
た
し
〈
十
七
〉
４
４
４
．
９
×
▼
〈
歌
〉
な
が
め
す
る
云
々
〈
舟
五
〉
４
４

５
．
７
○
▼
玉
も
は
な
か
り
そ
く
附
六
〉
４
４
５
．
８
×

◇
八
・
梅
枝
巻
▼
だ
ん
の
か
ら
く
み
〈
十
七
〉
４
４
７
．
２
○
▼
し
り
び
に
〈
廿
〉
４
４
７
．
５
×

◇
八
．
藤
末
裏
葉
巻
▼
け
う
な
か
り
し
〈
五
〉
４
４
７
．
１
１
○
▼
〈
歌
〉
浅
き
名
を
云
々
〈
十
〉
４
４
８
．
７
×
▼
〈
歌
〉
も
り

に
け
る
云
々
〈
十
〉
４
４
８
．
１
０
×

◇
八
・
上
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
お
い
ら
か
に
お
ほ
し
た
て
〈
四
十
八
〉
４
５
０
．
１
７
×
▼
お
ぼ
ろ
け
な
ら
で
は
〈
八
十
三
〉
４
５

２
．
４
×
▼
よ
し
あ
る
か
、
り
の
ほ
ど
を
〈
九
十
九
〉
４
５
３
．
７
×
▼
も
え
ぎ
の
陰
に
〈
百
〉
４
５
３
．
８
○
▼
桜
ひ
と
つ
に
と

ま
ら
ぬ
心
よ
く
百
六
〉
４
５
３
．
１
２
○

◇
八
・
下
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
ね
う
（
ね
う
）
と
〈
六
〉
４
５
３
．
１
８
○
▼
う
た
て
も
す
慰
む
か
な
く
六
〉
４
５
４
．
１
○
▼
こ
と

な
る
け
ぢ
め
わ
か
れ
で
〈
十
七
〉
４
５
４
．
４
×
▼
う
へ
の
き
ぬ
の
い
ろ
（
い
ろ
）
云
々
〈
廿
〉
４
５
４
．
１
２
×
▼
宮
の
御
方
を

の
ぞ
き
給
へ
れ
ば
〈
汁
三
〉
４
５
５
．
３
×
▼
〈
歌
〉
お
き
て
ゆ
く
云
々
〈
六
十
五
〉
４
５
６
．
１
３
○
▼
さ
ば
か
り
の
人
に
〈
八

十
五
〉
４
５
７
．
５
×
▼
い
か
に
か
ど
あ
る
こ
と
な
り
け
り
〈
九
十
〉
４
５
８
．
３
○

◇
八
・
柏
木
巻
▼
物
わ
ら
ひ
し
給
ふ
お
と
守
の
云
々
〈
六
〉
４
５
９
．
４
×
▼
あ
へ
な
ん
〈
舟
一
〉
４
５
９
．
６
○
▼
ふ
た
つ
い
は

◇
七
・
か
ず
り
火
巻
▼
う
ち
松
〈
三
〉
４
３
７
．
８
○

◇
七
・
野
分
巻
▼
か
ば
ざ
く
ら
〈
四
〉
４
３
７
．
１
７
○
▼
う
れ
へ
が
ほ
な
る
〈
九
〉
４
３
８
．
１
○

◇
七
・
藤
ば
か
ま
の
巻
▼
い
か
に
ぞ
や
こ
だ
い
の
云
々
〈
十
二
〉
４
４
０
．
１
７
×
▼
御
使
さ
へ
ぞ
云
々
〈
十
六
〉
４
４
０
．
１
９

○
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ん
に
は
〈
舟
一
〉
４
５
９
．
７
○
▼
お
ぼ
ろ
け
の
こ
と
な
ら
で
〈
肘
七
〉
４
５
９
．
８
×
▼
お
や
の
け
う
よ
り
も
け
に
〈
冊
九
〉
４

５
９
．
１
７
×
▼
〈
歌
〉
こ
と
な
ら
ば
云
々
〈
四
十
二
〉
４
６
０
．
３
×

◇
八
・
よ
こ
ぶ
え
の
巻
▼
〈
御
歌
〉
よ
を
わ
か
れ
云
々
〈
三
〉
４
６
０
．
１
０
×

◇
八
・
鈴
虫
巻
▼
〈
歌
〉
大
か
た
の
云
々
〈
九
〉
４
６
１
．
１
１
×
▼
〈
歌
〉
大
か
た
の
云
々
〈
九
〉
４
６
１
．
１
１
○
▼
〈
歌
〉

こ
、
ろ
も
て
云
々
〈
九
〉
４
６
１
．
１
２
○

◇
八
・
夕
霧
巻
▼
あ
な
た
の
御
せ
う
そ
こ
云
々
〈
五
〉
４
６
２
．
２
○
▼
く
る
す
の
の
さ
う
〈
九
〉
４
６
２
．
４
○
▼
人
々
有
し

ま
、
に
云
々
〈
十
七
〉
４
６
２
．
１
４
×
▼
心
を
い
た
し
て
〈
十
九
〉
４
６
２
．
１
５
○
▼
ま
い
て
い
ふ
か
ひ
な
く
云
々
〈
廿
三
〉

４
６
２
．
１
７
×
▼
お
ぼ
し
よ
わ
る
御
心
も
そ
ひ
て
〈
廿
五
〉
４
６
２
．
１
８
×
▼
け
さ
や
か
な
る
け
し
き
に
も
あ
ら
で
〈
廿
六
〉

４
６
３
．
１
○
▼
め
さ
ま
し
げ
に
こ
鼠
ち
よ
が
ほ
に
〈
廿
六
〉
４
６
３
．
２
×
▼
こ
よ
ひ
も
つ
れ
な
き
を
云
々
〈
廿
六
〉
４
６
３
．

３
×
▼
〈
歌
〉
里
と
ほ
み
云
々
〈
四
十
七
〉
４
６
４
．
８
○
▼
を
ぐ
ら
の
山
も
〈
四
十
八
〉
４
６
４
．
９
○
▼
〈
歌
〉
な
る
魁
み
を

云
々
〈
六
十
七
〉
４
６
５
．
４
○
▼
た
が
名
か
を
し
き
〈
七
十
五
〉
４
６
６
．
２
×

◇
八
・
御
法
巻
▼
か
た
（
が
た
）
に
お
は
し
ま
し
て
は
云
々
〈
八
〉
４
６
６
．
１
２
○

◇
八
．
ま
ぼ
ろ
し
の
巻
▼
〈
歌
〉
さ
も
こ
そ
は
云
々
〈
十
六
〉
４
６
７
．
１
５
○
▼
〈
歌
〉
ざ
も
こ
そ
は
云
々
〈
十
六
〉
４
６
７
．

１
６
○
▼
〈
歌
〉
つ
れ
（
づ
れ
）
と
云
々
〈
十
九
〉
４
６
７
．
１
９
○
▼
式
い
ま
魁
で
へ
に
け
る
く
廿
〉
４
６
８
．
３
○

◇
八
・
紅
梅
巻
▼
な
ぐ
さ
め
の
こ
と
も
あ
ら
な
ん
と
〈
五
〉
４
７
０
．
４
○
▼
さ
か
し
き
ひ
じ
り
の
〈
十
〉
４
７
０
．
１
１
×

◇
八
・
竹
川
巻
▼
ゆ
、
し
き
か
た
に
て
な
ん
云
々
〈
廿
六
〉
４
７
４
．
５
×
▼
〈
歌
〉
な
が
れ
て
の
云
々
〈
舟
三
〉
４
７
５
．
２
○

◇
九
・
宇
治
・
は
し
姫
巻
▼
山
の
は
ち
か
き
こ
、
ち
す
る
に
〈
十
一
〉
４
８
０
．
６
×
▼
い
ろ
な
り
と
か
い
ふ
め
る
〈
四
十
四
〉
４

８
２
．
１
２
○
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■
湖
月
師
説
■

◇
九
・
宇
治
．
あ
げ
ま
き
の
巻
▼
わ
が
な
み
だ
を
ば
云
々
〈
二
〉
４
８
２
．
１
６
○
▼
〈
歌
〉
い
づ
こ
よ
り
云
々
〈
六
十
二
〉
４
８

６
．
１
５
○
▼
〈
歌
〉
き
し
か
た
を
云
々
〈
九
十
三
〉
４
８
７
．
１
２
○
▼
〈
歌
〉
行
末
を
云
々
〈
九
十
三
〉
４
８
７
．
１
５
○

◇
九
・
宇
治
・
早
蕨
巻
▼
い
は
せ
も
り
の
云
々
〈
六
〉
４
８
８
．
９
×
▼
〈
歌
〉
し
な
て
る
や
云
々
〈
十
七
〉
４
９
０
．
５
×
▼

〈
歌
〉
し
な
て
る
や
云
々
〈
十
七
〉
４
９
０
．
５
×
▼
き
く
の
花
う
つ
る
ひ
は
マ
マ
〈
四
〉
４
９
０
．
１
５
○
▼
あ
ま
り
に
な
ら
は

し
給
ひ
て
〈
舟
二
〉
４
９
１
．
１
６
×
▼
く
や
し
き
に
も
又
げ
に
ね
は
な
か
れ
け
り
〈
四
十
四
〉
４
９
１
．
１
９
○
▼
我
こ
そ
さ
き

に
な
ど
く
四
十
九
〉
４
９
２
．
２
○
▼
む
ね
は
お
さ
へ
た
る
云
々
〈
五
十
八
〉
４
９
３
．
１
○
▼
け
せ
う
に
も
あ
れ
ば
〈
六
十
七
〉

４
９
４
．
１
１
○
▼
あ
て
ぴ
て
も
〈
十
一
〉
４
９
６
．
５
○

◇
九
・
宇
治
・
東
屋
巻
▼
見
奉
り
し
ら
ず
な
り
に
け
れ
ば
あ
る
を
〈
廿
五
〉
４
９
７
．
５
○
▼
お
ぞ
き
人
に
て
〈
舟
八
〉
４
９
７
．

１
８
○
▼
此
御
事
侍
ら
ざ
ら
ま
し
か
ば
く
四
十
一
〉
４
９
８
．
８
○
▼
い
た
ち
の
侍
ら
む
や
う
な
る
〈
四
十
七
〉
４
９
８
．
１
７
○

◇
九
・
宇
治
・
浮
舟
巻
▼
〈
歌
〉
ま
だ
ふ
り
ぬ
云
々
〈
八
〉
５
０
０
．
１
６
○
▼
お
や
の
か
ふ
子
は
〈
四
十
二
〉
５
０
５
．
１
７
×

▼
い
ざ
と
げ
な
り
〈
六
十
七
〉
５
０
８
．
１
６
○

◇
九
・
宇
治
・
か
げ
ろ
ふ
の
巻
▼
〈
歌
〉
あ
は
れ
し
る
云
々
〈
舟
六
〉
５
１
２
．
６
×

◇
九
・
宇
治
・
手
習
巻
▼
つ
き
し
み
り
や
う
じ
た
る
く
十
二
〉
５
１
６
．
８
○

◇
九
・
宇
治
・
か
げ
ろ
ふ
の
巻
▼
今
見
ん
初
花
の
さ
ま
し
給
へ
る
に
〈
上
五
十
二
〉
５
１
５
．
１
６
×
▼
大
将
の
君
は
い
と
さ
し
も

云
々
〈
上
五
十
二
〉
５
１
５
．
１
９
×

◇
九
・
宇
治
・
手
習
巻
▼
ひ
と
つ
ば
し
あ
や
ふ
が
り
て
云
々
〈
四
十
一
〉
５
１
８
．
１
５
○

◇
九
・
宇
治
・
夢
浮
橋
巻
▼
ひ
き
ぼ
し
〈
十
一
〉
５
２
２
．
８
○
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■
湖
月
抄
（
含
・
湖
月
本
）
■

◇
一
・
註
釈
▼
１
８
０
．

◇
一
・
湖
月
抄
の
事
▼
１

◇
五
・
帯
木
巻
上
▼
よ
ろ
こ
び
に
思
ひ
く
十
二
〉
３
４
７
．
１
８
×

◇
六
・
空
蝉
巻
▼
ね
ぴ
れ
て
く
五
〉
３
７
２
．
２
×

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
〈
歌
〉
ひ
か
り
あ
り
と
云
々
〈
廿
三
〉
３
７
９
．
１
５
×

◇
六
・
若
紫
巻
▼
人
々
ま
じ
な
ひ
わ
づ
ら
ひ
し
を
〈
二
〉
３
８
５
．
４
○
▼
と
こ
ろ
え
ぬ
や
う
な
り
け
れ
〈
五
〉
３
８
５
．
１
８
×

▼
い
ま
そ
な
た
に
も
〈
十
二
〉
３
８
８
．
１
△
▼
た
ぐ
ひ
に
〈
十
二
〉
３
８
９
．
５
×

◇
六
・
若
紫
巻
▼
を
さ
な
き
人
を
ぬ
す
み
云
々
〈
四
十
四
〉
３
９
４
．
１
１
×
▼
よ
し
後
に
も
人
は
云
々
〈
四
十
七
〉
３
９
５
．

◇
七
・
榊
巻
▼
〈
歌
〉
神
垣
は
云
々
〈
五
〉
４
０
５
．
５
○

◇
九
・
宇
治
・
東
屋
巻
▼
お
も
ほ
し
わ
び
た
る
め
も
〈
四
十
四
〉
４
９
８
．
１
５
□

◇
七
・
榊
巻
▼
そ
れ
ば
か
り
や
ま
だ
云
々
〈
五
十
一
〉
４
０
８
．
９
×

◇
七
．
み
を
つ
く
し
の
巻
▼
は
か
な
き
さ
ま
に
て
〈
九
〉
４
１
７
．
１
０
○

◇
九
・
宇
治
．
あ
げ
ま
き
の
巻
▼
〈
歌
〉
同
じ
え
を
云
々
〈
舟
一
〉
４
８
４
．
１
２
○
▼
ま
し
て
い
か
に
云
々
〈
九
十
三
〉
４
８

◇
九
・
宇
治
・
宿
木
巻
▼
や
が
て
あ
と
た
え
な
ま
し
よ
り
は
〈
十
〉
４
９
１
．
５
×

◇
九
・
宇
治
・
手
習
巻
▼
こ
、
ち
よ
げ
な
る
人
を
云
々
〈
五
十
七
〉
５
１
９
．
１
２
○

、
ｄ
×

７
，
．
１
１
Ｒ
Ｕ
×

・
註
釈
▼
１
８
０
．
１
８
□
▼
１
８
１
．
１
○

．
湖
月
抄
の
事
▼
１
８
２
．
１
１
△
▼
１
８
２
．
１
３
×
▼
１
８
２
．
１
４
×
▼
１
８
２
．
１
４
×
▼
１
８
２
．
１
７
×
▼
１
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◇
五
・
桐
壺
巻
▼
な
ど
や
う
に
み
だ
り
が
は
し
き
を
〈
十
六
〉
３
２
５
．
８
×
▼
な
づ
さ
ひ
く
廿
五
〉
３
２
９
．
１
４
×
▼
あ
や
し

く
よ
そ
へ
聞
え
つ
く
き
く
廿
四
〉
３
２
９
．
１
７
×
▼
い
と
よ
う
に
た
り
し
ゆ
ゑ
〈
廿
六
〉
３
２
９
．
１
８
×
▼
通
ひ
て
見
え
給
ふ

も
〈
廿
六
〉
３
３
０
．
２
×
▼
お
と
守
け
し
き
ば
み
聞
え
給
ふ
く
廿
八
〉
３
３
１
．
１
４
×

◇
五
・
帯
木
巻
上
▼
お
の
が
じ
ず
〈
四
〉
３
３
５
．
１
１
×
▼
き
ざ
み
（
き
ざ
み
）
有
て
く
七
〉
３
３
８
．
８
×
▼
大
か
た
の
世
に

つ
け
て
〈
九
〉
３
４
１
．
６
×
▼
か
み
は
下
に
た
す
け
ら
れ
〈
九
〉
３
４
１
．
１
０
×
▼
さ
れ
ど
何
か
〈
十
〉
３
４
２
．
１
０
×
▼

や
が
て
あ
ひ
そ
ひ
て
そ
の
思
ひ
い
で
云
々
〈
十
二
〉
３
４
８
．
１
７
×

◇
六
．
需
木
巻
下
▼
か
た
き
世
ぞ
と
は
云
々
〈
廿
一
〉
３
５
７
．
４
×
▼
か
た
き
世
ぞ
と
は
云
々
〈
廿
一
〉
３
５
７
．
９
×
▼
虫
の

音
に
き
ほ
え
る
〈
廿
六
〉
３
５
９
．
１
７
×
▼
さ
る
か
た
の
こ
間
ろ
も
と
な
く
て
は
〈
舟
六
〉
３
６
６
．
４
×
▼
何
よ
け
ん
と
も
え

う
け
給
は
ら
ず
と
か
し
こ
ま
り
て
く
舟
六
〉
３
６
６
．
７
×

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
さ
ら
に
こ
と
な
く
云
々
〈
州
七
〉
３
８
０
．
１
３
×

◇
六
・
若
紫
巻
▼
と
こ
ろ
え
ぬ
や
う
な
り
け
れ
〈
五
〉
３
８
５
．
１
８
×
▼
僧
都
き
ん
を
云
々
〈
廿
二
３
９
０
．
７
×

◇
七
．
榊
巻
▼
御
だ
う
の
西
の
対
の
南
に
〈
四
十
四
〉
４
０
８
．
１
×

◇
七
・
須
磨
巻
▼
御
心
を
し
づ
め
給
ひ
て
〈
廿
五
〉
４
１
１
．
４
×

◇
七
．
み
を
つ
く
し
の
巻
▼
も
し
思
ふ
さ
ま
に
〈
十
九
〉
４
１
８
．
１
２
×
▼
か
や
う
の
こ
と
わ
ざ
と
も
〈
舟
七
）
４
１
９
．
７
×

◇
七
・
蓬
生
巻
▼
の
た
ま
ひ
す
べ
し
て
〈
廿
二
〉
４
２
０
．
２
×

◇
四
・
▼
夢
浮
橋
巻
３
１
５
．
７
×
▼
夢
浮
橋
巻
３
１
５
．
１
１
×
▼
夢
浮
橋
巻
３
１
６
．
６
×
▼
夢
浮
橋
巻
３
１
６
．
１
０
□
▼

一

夢
浮
橋
巻
３
１
６
．
１
７
×

８
３
．
１
×
▼
１
８
３
．
５
□
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■
細
流
抄
■

◇
七
・
玉
か
づ
ら
の
巻
▼
此
君
と
と
の
た
ま
へ
ば
く
舟
二
〉
４
３
２
．
５
×

◇
七
・
と
こ
な
つ
の
巻
▼
や
が
て
か
き
給
へ
と
〈
廿
六
〉
４
３
７
．
２
×

◇
七
・
野
分
巻
▼
を
り
に
あ
は
い
よ
そ
へ
ど
も
な
れ
ど
〈
十
七
〉
４
３
７
．
４
×

◇
七
・
藤
ば
か
ま
の
巻
▼
か
や
う
に
て
聞
ゆ
る
よ
り
云
々
〈
六
〉
４
４
０
．
１
３
×

◇
八
・
真
木
柱
巻
▼
わ
ら
、
か
な
る
け
も
な
き
人
に
て
云
々
〈
舟
四
〉
４
４
５
．
３
×

◇
八
・
上
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
ら
う
た
き
人
を
ぞ
え
奉
り
た
る
と
〈
七
十
七
〉
４
５
１
．
１
９
×

◇
八
・
柏
木
巻
▼
ち
じ
の
大
殿
に
〈
舟
九
〉
４
５
９
．
１
４
×

◇
九
・
宇
治
・
は
し
姫
巻
▼
一
と
こ
ろ
（
と
こ
ろ
）
世
に
住
つ
き
云
々
〈
九
〉
４
７
９
．
１
８
×

◇
九
・
宇
治
・
早
蕨
巻
▼
か
た
ち
も
か
へ
て
け
る
を
〈
十
二
〉
４
８
９
．
１
６
×

◇
一
・
註
釈
▼
１
８
０
．
１
７
○

◇
三
・
巻
々
の
と
し
立
▼
玉
か
づ
ら
の
巻
２
６
０
』
１
９
×
▼
竹
川
巻
２
６
６
．
７
○
▼
竹
川
巻
２
６
６
．
８
×
▼
竹
川
巻
２
６

７
．
２
○
▼
竹
川
巻
２
６
７
．
１
０
×
▼
紅
梅
巻
２
６
８
．
２
×
▼
紅
梅
巻
２
６
８
．
３
×
▼
紅
梅
巻
２
６
９
．
８
×
▼
橋
姫
巻

く
宇
治
一
〉
２
７
０
．
７
×
▼
宿
木
巻
く
宇
治
五
〉
２
７
１
．
１
６
△

◇
五
・
桐
壺
巻
▼
此
御
に
ほ
ひ
に
は
〈
四
〉
３
１
９
．
４
×
▼
三
位
の
く
ら
ゐ
く
九
〉
３
２
１
．
１
８
○
▼
な
ど
や
う
に
み
だ
り
が

ミ
、
ヨ

は
し
き
を
〈
十
六
〉
３
２
５
．
６
×
▼
か
し
こ
き
御
心
に
や
ま
と
さ
う
を
お
ほ
せ
て
〈
廿
三
〉
３
２
８
．
７
×
▼
三
代
の
み
や
づ
か

へ
に
く
廿
二
〉
３
２
８
．
１
５
×
▼
ゆ
閏
し
う
〈
三
十
〉
３
３
２
．
６
×

◇
五
・
帯
木
巻
上
▼
ひ
か
る
源
氏
名
の
み
こ
と
（
ご
と
）
し
う
云
々
か
た
野
の
少
将
に
は
わ
ら
は
れ
給
ひ
け
ん
か
し
〈
二
〉
３
３
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◇
六
・
帯
木
巻
下
▼
あ
い
な
だ
の
み
〈
十
九
〉
３
５
４
．
１
２
×
▼
御
心
の
ま
、
に
〈
廿
四
〉
３
５
９
．
９
×
▼
し
れ
も
の
の
物
が

た
り
〈
廿
五
〉
３
５
９
．
１
１
×
▼
歌
よ
む
と
思
へ
る
人
の
〈
州
一
〉
３
６
３
．
１
１
×
▼
ほ
、
ゆ
が
め
て
〈
舟
六
〉
３
６
５
．
１

８
×
▼
こ
と
と
あ
か
く
な
れ
ば
〈
四
十
三
〉
３
６
８
．
１
５
×
▼
お
ぼ
さ
る
と
ぞ
〈
五
十
〉
３
７
１
．
６
×

◇
六
・
空
蝉
巻
▼
し
づ
ま
り
ぬ
な
り
〈
六
〉
３
７
２
．
３
×

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
〈
歌
〉
こ
、
ろ
あ
て
に
云
々
〈
六
〉
３
７
４
．
１
３
×
▼
〈
歌
〉
よ
り
て
こ
そ
云
々
〈
七
〉
３
７
４
．
１
７
△
▼

ム

さ
ふ
ら
ひ
わ
ら
は
〈
十
二
〉
３
７
６
．
１
０
○
▼
さ
れ
た
る
く
れ
竹
〈
十
九
〉
３
７
８
．
１
×
▼
き
り
（
ぎ
り
）
す
だ
に
ま
ど
ほ
に

云
々
〈
廿
〉
３
７
８
．
４
×
▼
〈
歌
〉
山
の
は
の
云
々
〈
廿
三
〉
３
７
８
．
１
７
×
▼
く
ち
な
う
〈
廿
三
〉
３
７
９
．
７
×
▼
〈
歌
〉

ひ
か
り
あ
り
と
云
々
〈
廿
三
〉
３
７
９
．
１
１
×
▼
け
い
め
い
し
給
て
く
四
十
二
〉
３
８
２
．
４
×
▼
〈
歌
〉
過
に
し
も
云
々
〈
五

◇
六
・
若
紫
巻
▼
か
い
り
う
わ
う
の
き
さ
き
く
六
〉
３
８
６
．
４
○
▼
は
、
こ
そ
く
七
〉
３
８
６
．
６
×
▼
な
さ
け
な
き
人
に
な
り

ゆ
か
ば
く
七
〉
３
８
６
．
８
×
▼
い
ま
そ
な
た
に
も
〈
十
二
〉
３
８
８
．
４
×
▼
ま
し
て
後
の
世
の
〈
十
二
〉
３
８
８
．
６
×
▼
御

な
ほ
し
な
ど
は
云
々
〈
廿
八
〉
３
９
２
．
１
×
▼
ふ
り
は
へ
つ
か
は
し
〈
舟
五
〉
３
９
２
．
１
６
×
▼
わ
り
な
き
こ
と
と
〈
舟
七
〉

３
９
３
．
５
×
▼
あ
っ
し
く
さ
だ
過
給
へ
る
人
に
云
々
〈
四
十
一
〉
３
９
３
．
１
６
×
▼
ひ
き
さ
げ
て
〈
四
十
七
〉
３
９
５
．
５
×

◇
七
・
紅
葉
賀
巻
▼
花
の
か
た
は
ら
の
云
々
〈
二
〉
４
０
０
．
１
×

３
．
３
○
▼
お
の
が
じ
鼠
〈
四
〉
３
３
５
．
１
１
×
▼
か
た
か
ど
に
て
も
〈
八
〉
３
４
０
．
１
８
×
▼
と
こ
ろ
せ
く
思
ひ
た
ま
へ
ぬ

だ
に
〈
十
〉
３
４
２
．
１
３
○
▼
又
さ
や
か
に
も
云
々
〈
十
〉
３
４
３
．
１
△
▼
と
り
な
せ
ば
あ
だ
め
く
〈
十
〉
３
４
３
．
９
×
▼

そ
ば
（
そ
ば
）
し
く
（
十
〉
３
４
６
．
１
７
×
▼
う
ら
み
い
ふ
べ
き
こ
と
を
も
〈
十
二
〉
３
４
８
．
２
×
▼
す
み
が
き
〈
十
五
〉
３

ひ
か
り
あ
り
と
云
々
〈
廿
三
〉

■十
二
ひ
ら
〉
３
８
４
．
１
９
×

反
Ｊ
１
且
・
虞
Ｕ
×
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◇
七
・
榊
巻
▼
〈
歌
〉
な
げ
き
っ
魁
云
々
〈
廿
〉
４
０
６
．
１
０
×
▼
〈
歌
〉
月
の
す
む
云
々
〈
四
十
二
〉
４
０
７
．
１
６
×

◇
七
・
須
磨
巻
▼
つ
く
り
ゑ
を
云
々
〈
舟
四
〉
４
１
１
．
１
９
×
▼
〈
歌
〉
う
し
と
の
み
云
々
〈
舟
六
〉
４
１
２
．
４
×
▼
ふ
す
ま

を
は
り
た
ら
ん
や
う
に
〈
四
十
九
〉
４
１
３
．
１
９
×

◇
七
・
明
石
巻
▼
う
っ
、
の
人
の
云
々
〈
十
〉
４
１
４
．
１
５
○

◇
七
．
み
を
つ
く
し
の
巻
▼
さ
こ
そ
あ
な
れ
〈
十
二
〉
４
１
７
．
１
７
×
▼
お
ほ
い
と
の
の
御
子
に
て
〈
舟
八
〉
４
１
９
．
１
２
×

◇
七
・
絵
合
巻
▼
左
な
ほ
数
ひ
と
つ
云
々
〈
十
八
〉
４
２
２
．
２
×

◇
七
・
薄
雲
巻
▼
こ
冒
ろ
え
ず
と
〈
冊
三
〉
４
２
６
．
４
×

◇
七
・
朝
顔
巻
▼
か
つ
は
〈
七
〉
４
２
７
．
３
×

◇
七
・
を
と
め
の
巻
▼
風
の
ち
か
ら
け
だ
し
す
ぐ
な
し
〈
十
九
〉
４
２
９
．
８
×

◇
七
・
行
幸
巻
▼
此
と
し
ご
ろ
云
々
〈
十
三
〉
４
３
９
．
６
×

◇
八
・
真
木
柱
巻
▼
さ
と
い
か
け
給
ふ
く
十
五
〉
４
４
４
．
２
○
▼
玉
も
は
な
か
り
そ
く
舟
六
〉
４
４
５
．
８
×

◇
八
・
上
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
お
ぼ
ろ
け
な
ら
で
は
〈
八
十
三
〉
４
５
２
．
４
×
▼
お
ぼ
ろ
け
な
ら
で
は
〈
八
十
三
〉
４
５
２
．
４
○

◇
八
・
下
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
青
に
ぴ
の
お
も
て
お
り
て
〈
廿
〉
４
５
４
．
１
４
×

◇
八
・
柏
木
巻
▼
〈
歌
〉
こ
と
な
ら
ば
云
々
〈
四
十
三
４
６
０
．
２
×

◇
八
・
よ
こ
ぶ
え
の
巻
▼
い
ろ
こ
の
み
か
な
く
六
〉
４
６
０
．
１
１
×

◇
九
・
宇
治
・
は
し
姫
巻
▼
か
ぎ
り
あ
る
身
に
て
〈
三
〉
４
７
７
．
８
×
▼
中
将
の
君
は
中
々
云
々
〈
十
二
〉
４
７
７
．
１
３
×
▼

を
し
へ
よ
せ
奉
れ
り
〈
廿
〉
４
７
８
．
７
×

◇
九
・
宇
治
．
あ
げ
ま
き
の
巻
▼
こ
と
に
出
て
は
い
か
で
か
は
云
々
〈
廿
〉
４
８
３
．
１
７
×
▼
い
つ
き
す
ゑ
た
ら
む
姫
君
も
云
々
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■
紫
家
七
論
■

■
諸
抄
■

■
抄
■ 〈

五
十
一
〉
４
８
６
．
１
１
×
▼
ま
し
て
い
か
に
云
々
〈
九
十
三
〉
４
８
７
．
１
６
○

◇
九
・
宇
治
・
宿
木
巻
▼
思
ひ
く
ら
ぶ
る
心
も
こ
と
に
な
く
て
〈
廿
一
〉
４
９
１
．
１
１
×
▼
我
こ
そ
さ
き
に
な
ど
く
四
十
九
〉
４

９
２
．
２
×
▼
め
づ
ら
か
な
る
事
な
め
れ
ば
〈
五
十
四
〉
４
９
２
．
１
１
×
▼
み
た
ら
し
河
ち
か
き
く
六
十
〉
４
９
３
．
８
×
▼
こ

た
に
な
ど
く
七
十
二
〉
４
９
４
．
３
○
▼
う
つ
る
ひ
は
て
で
〈
七
十
四
〉
４
９
４
．
８
×

◇
九
・
宇
治
・
東
屋
巻
▼
お
り
て
は
す
こ
し
云
々
〈
六
十
四
〉
５
０
０
．
８
○

◇
九
・
宇
治
・
か
げ
ろ
ふ
の
巻
▼
御
心
は
さ
る
も
の
に
て
云
々
〈
四
十
九
〉
５
１
３
．
１
０
○

◇
七
．
み
を
つ
く
し
の
巻
▼
さ
こ
そ
あ
な
れ
〈
十
二
〉
４
１
７
．
１
７
○
▼
雲
ゐ
は
る
か
に
〈
廿
四
〉
４
１
８
．
１
３
○

◇
八
・
よ
こ
ぶ
え
お
巻
く
六
〉
４
６
０
．
１
１
○

◇
九
・
宇
治
．
あ
げ
ま
き
の
巻
▼
つ
れ
な
き
物
か
ら
〈
九
十
四
〉
４
８
７
．
１
７
○

◇
九
・
宇
治
・
東
屋
巻
▼
お
り
て
は
す
こ
し
云
々
〈
六
十
四
〉
５
０
０
．
８
×

◇
一
．
此
源
氏
の
物
語
の
作
り
ぬ
し
▼
１
７
４
．
１
３
×

◇
一
・
つ
く
れ
る
ゆ
ゑ
よ
し
▼
１
７
６
．
１
６
○

◇
一
・
作
れ
る
時
世
▼
１
７
７
．
１
０
○

◇
一
・
註
釈
▼
１
８
１
．
６
○
▼
１
８
１
．
８
×

◇
二
・
な
ほ
お
ほ
む
ね
▼
２
２
８
．
１
４
×
▼
２
２
８
．
１
７
×
▼
２
２
８
．
１
９
×
▼
２
２
９
．
５
×
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■
諸
説
■

◇
一
・
く
さ
（
ぐ
さ
）
の
事
▼
１
８
０
．
１
×

◇
一
・
引
歌
と
い
ふ
も
の
の
事
▼
１
８
２
．
８
×

◇
三
・
巻
々
の
と
し
立
▼
帯
木
巻
２
５
４
．
１
１
×
▼
空
蝉
巻
夕
顔
巻
２
５
５
．
２
×
▼
玉
か
づ
ら
の
巻
２
５
９
．
１
５
×
▼
玉

か
づ
ら
の
巻
２
６
０
．
１
１
×
▼
玉
か
づ
ら
の
巻
２
６
０
．
１
４
×
▼
玉
か
づ
ら
の
巻
２
６
１
．
６
×
▼
玉
か
づ
ら
の
巻
２
６
１
．

１
３
×
▼
玉
か
づ
ら
の
巻
２
６
１
．
１
５
×
▼
玉
か
づ
ら
の
巻
２
６
２
．
１
×
▼
玉
か
づ
ら
の
巻
２
６
２
．
３
×
▼
初
音
巻
胡
蝶

巻
蛍
巻
常
夏
巻
か
ず
り
ぴ
の
巻
野
分
巻
２
６
２
．
７
×
▼
下
〈
ノ
〉
若
菜
巻
２
６
４
．
７
×
▼
雲
隠
巻
２
６
５
．
１
２
□

▼
椎
本
巻
く
宇
治
二
〉
２
７
０
．
１
６
×
▼
宿
木
巻
く
宇
治
五
〉
２
７
２
．
２
△
▼
人
々
の
と
し
立
２
７
６
．
１
×

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
か
や
う
の
す
ぢ
な
ど
も
云
々
〈
廿
一
〉
３
７
８
．
１
１
×

◇
七
・
末
摘
花
巻
▼
兵
部
〈
ノ
〉
大
輔
〈
三
〉
３
９
８
．
４
×

◇
七
・
榊
巻
▼
〈
歌
〉
あ
ふ
こ
と
の
云
々
〈
廿
五
〉
４
０
６
．
１
７
×

◇
七
・
須
磨
巻
▼
う
ま
や
の
を
ざ
に
云
々
〈
舟
八
〉
４
１
２
．
１
０
×

◇
七
・
絵
合
巻
▼
こ
ゞ
ろ
葉
〈
三
〉
４
２
１
．
２
×
▼
か
み
ゑ
は
か
ぎ
り
有
て
く
十
七
〉
４
２
１
．
１
７
×

◇
七
・
藤
ば
か
ま
の
巻
▼
つ
い
で
を
た
が
へ
て
く
十
〉
４
４
０
．
１
０
×

◇
八
・
梅
枝
巻
▼
さ
き
の
朱
雀
院
〈
七
〉
４
４
５
．
１
６
×

◇◇◇
一一一

、
紫
式
部
が
事
▼
１
７
５
．
３
△
▼
１
７
６
．
２
×

．
作
れ
る
時
世
▼
１
７
７
．
９
○

・
准
擴
▼
１
７
８
．
１
４
×
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◇
七
・
を
と
め
の
巻
▼
御
と
し
み
の
事
〈
五
十
一
〉
４
３
０
．
５
○

■
ち
か
き
諸
抄
（
青
表
紙
本
文
と
）
■

■
玉
勝
間
■

◇
八
・
夕
霧
巻
▼
ま
い
て
い
ふ
か
ひ
な
く
云
々
〈
廿
三
〉
４
６
２
．
１
７
×

■
宗
祇
（
含
・
宗
祇
抄
、
宗
祇
注
）
■

◇
五
・
桐
壺
巻
▼
国
の
お
や
と
な
り
て
云
々
又
其
相
た
が
ふ
く
し
〈
廿
一
〉
３
２
７
．
１
９
×

◇
五
・
帯
木
巻
上
▼
さ
れ
ば
み
た
る
も
〈
十
五
〉
３
５
０
．
１
５
×
▼
い
と
守
か
、
る
す
き
ご
と
ど
も
を
３
３
３
．
１
５
×
▼
思
ひ

出
わ
ら
ひ
〈
十
〉
３
４
５
．
６
×
▼
あ
は
れ
と
も
う
ち
ひ
と
り
ご
た
る
、
に
〈
十
〉
３
４
５
．
９
×
▼
猶
じ
ち
に
な
ん
よ
り
け
る

■
菱
■

■
説
■

■
水
源
抄
■

◇
六
・
帯
木
巻
下
▼
や
ま
と
な
で
し
こ
を
ば
云
々
〈
廿
六
〉
３
５
９
．
１
９
×
▼
い
と
か
う
か
り
な
る
う
き
ね
の
ほ
ど
を
〈
四
十
二
〉

３
６
８
．
５
×

◇
一
．
此
源
氏
の
物
語
の
作
り
ぬ
し
▼
１
７
４
．
１
５
×

◇
三
・
巻
々
の
と
し
立
▼
紅
梅
巻
２
６
９
．
４
×

◇
九
・
宇
治
・
は
し
姫
巻
▼
扇
な
ら
で
こ
れ
し
て
も
月
は
ま
ね
き
つ
く
か
り
け
り
〈
廿
〉
４
７
８
．
９
○

◇
六
・
需
木
巻
下
▼
を
の
こ
し
も
な
ん
し
さ
い
な
き
物
は
侍
め
る
〈
廿
九
〉
３
６
２
．
７
×

〈
十
五
〉
３
５
１
．
１
６
×
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■
注
■◇

五
・
帯
木
巻
上
▼
を
さ
（
を
さ
）
た
ち
お
く
れ
ず
〈
三
〉
３
３
５
．
４
×
▼
お
ひ
さ
き
こ
も
れ
る
窓
の
う
ち
な
る
〈
五
〉
３
３

６
．
１
６
×
▼
き
ゞ
に
く
き
事
〈
六
〉
３
３
８
．
２
×
▼
と
り
（
ど
り
）
に
〈
六
〉
３
３
８
．
７
×
▼
こ
と
人
の
い
は
む
や
う
に

云
々
〈
七
〉
３
３
９
．
８
×
▼
う
ち
あ
ひ
て
す
ぐ
れ
た
ら
む
も
〈
七
〉
３
３
９
．
１
４
×
▼
た
ら
は
で
あ
し
か
る
べ
き
大
事
ど
も

〈
九
〉
３
４
１
．
１
６
×
▼
同
じ
く
は
我
ち
か
ら
い
り
云
々
〈
同
〉
３
４
２
．
１
×
▼
心
に
及
ば
ず
〈
十
〉
３
４
２
．
１
２
×
▼
い

と
よ
く
も
て
か
く
す
な
り
け
り
〈
十
〉
３
４
３
．
３
×
▼
又
ま
め
（
ま
め
）
し
き
云
々
〈
十
〉
３
４
４
．
２
×
▼
お
ほ
や
け
は
ら

だ
、
し
く
〈
十
〉
３
４
５
．
１
×
▼
い
と
く
ち
を
し
く
〈
十
〉
３
４
６
．
９
×
▼
な
ほ
く
る
し
か
る
ら
ん
〈
十
〉
３
４
６
．
１
３
×

▼
く
ま
な
き
物
い
ひ
も
〈
十
〉
３
４
７
．
２
×
▼
さ
だ
め
か
ね
て
〈
十
〉
３
４
７
．
４
×
▼
ね
ぢ
け
が
ま
し
き
お
ぼ
え
〈
十
〉
３
４

７
．
１
０
×
▼
よ
る
べ
く
十
二
〉
３
４
７
．
１
２
×
▼
心
ば
せ
う
ち
そ
へ
た
ら
ん
を
ば
く
十
二
〉
３
４
７
．
１
５
×
▼
た
ぢ
ろ
き
に

◇
五
・
桐
壺
巻
▼
い
づ
れ
の
御
時
に
か
く
二
〉
３
１
７
．
５
×
▼
は
じ
め
よ
り
わ
れ
は
と
〈
二
〉
３
１
７
．
６
×
▼
人
の
心
を
う
ご

か
し
〈
二
〉
３
１
７
．
１
０
×
▼
あ
い
な
く
〈
三
〉
３
１
８
．
１
×
▼
心
ぐ
る
し
う
〈
四
〉
３
１
９
．
１
１
×
▼
ま
み
な
ど
も
い
と

た
ゆ
げ
に
て
〈
七
〉
３
２
０
．
１
４
×
▼
う
ち
す
て
て
は
え
ゆ
き
や
ら
じ
く
七
〉
３
２
１
．
３
×
▼
御
む
ね
つ
と
ふ
た
が
り
て
〈
八
〉

３
２
１
．
１
０
×
▼
も
ろ
と
も
に
は
ぐ
、
ま
い
お
ぼ
つ
か
な
さ
を
〈
十
二
〉
３
２
３
．
２
×
▼
む
か
し
の
形
見
に
な
す
ら
へ
て
物
し

給
へ
〈
十
二
〉
３
２
３
．
７
×
▼
た
い
（
だ
い
）
し
き
く
十
九
〉
３
２
７
．
１
×
▼
中
々
あ
や
ふ
く
〈
廿
〉
３
２
７
．
４
×
▼
国
の

お
や
と
な
り
て
云
々
又
其
相
た
が
ふ
く
し
〈
廿
一
〉
３
２
７
．
１
９
×
▼
お
ほ
や
け
ご
と
に
つ
か
う
ま
つ
れ
る
〈
廿
六
〉
３
３

０
．
１
９
△
△
▼
御
や
す
み
ど
こ
ろ
に
ま
か
〈
ン
〉
で
給
ひ
て
云
々
〈
廿
七
〉
３
３
１
．
９
×
▼
御
ひ
と
へ
ご
、
ろ
〈
附
一
〉
３
３

◇
一
・
く
さ
（
ぐ
さ
）
の
事
▼
１
８
０
．
４
×

ワ
］
・
勺
１
の
。
×
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〈
十
四
〉
３
４
９
．
９
○
▼
よ
ろ
づ
の
事
な
だ
ら
か
に
〈
十
四
〉
３
４
９
．
１
１
×
▼
と
も
か
く
も
た
が
ふ
く
き
ふ
し
ふ
ら
む
を

云
々
〈
十
四
〉
３
５
０
．
６
×
▼
ひ
ざ
ら
き
ゐ
た
り
〈
十
四
〉
３
５
０
．
１
１
×
▼
う
る
は
し
き
人
の
て
う
ど
の
〈
十
五
〉
３
５

１
．
１
×
▼
す
く
よ
か
な
ら
ぬ
山
の
け
し
き
く
十
六
〉
３
５
１
．
９
○
▼
猶
じ
ち
に
な
ん
よ
り
け
る
〈
十
五
〉
３
５
１
．
１
５
×

◇
六
・
帯
木
巻
下
▼
す
く
め
る
か
た
に
〈
十
七
〉
３
５
３
．
６
×
▼
い
ひ
そ
し
〈
十
八
〉
３
５
４
．
８
×
▼
い
ひ
そ
し
〈
十
八
〉
３

５
４
．
８
○
▼
〈
歌
〉
手
を
を
り
て
云
々
〈
十
九
〉
３
５
４
．
１
９
×
▼
は
か
な
き
花
も
み
ぢ
と
い
ふ
も
云
々
〈
廿
一
〉
３
５
６
．

１
３
×
▼
も
と
つ
け
た
ら
む
有
さ
ま
に
見
え
て
〈
廿
五
〉
３
５
９
．
１
４
×
▼
は
な
の
わ
た
り
を
こ
め
き
て
〈
廿
九
〉
３
６
２
．
１

０
×
▼
お
い
ら
か
に
云
々
〈
肘
〉
３
６
３
．
１
×
▼
な
ど
か
は
さ
て
も
〈
舟
二
〉
３
６
４
．
１
９
×
▼
何
よ
け
ん
と
も
え
う
け
給
は

ら
ず
と
か
し
こ
ま
り
て
く
舟
六
〉
３
６
６
．
５
×
▼
さ
り
と
も
ま
う
と
た
ち
の
云
々
〈
舟
七
〉
３
６
６
．
１
３
×
▼
あ
は
め
ら
れ

〈
四
十
一
〉
３
６
７
．
１
１
×
▼
見
ざ
ら
ま
し
か
ば
云
々
〈
四
十
二
〉
３
６
７
．
１
３
×
▼
〈
歌
〉
身
の
う
さ
を
〈
四
十
三
〉
３
６

８
．
１
１
×
▼
〈
歌
〉
め
さ
へ
あ
は
で
ぞ
〈
四
十
六
〉
３
６
９
．
１
３
×
▼
ふ
つ
、
か
な
る
く
四
十
六
〉
３
６
９
．
１
８
×
▼
い
と

つ
き
な
か
る
べ
く
〈
四
十
七
〉
３
７
０
．
２
×
▼
思
へ
り
し
け
し
き
の
〈
四
十
七
〉
３
７
０
．
５
×
▼
人
げ
な
き
有
さ
ま
く
四
十
七
〉

３
７
０
．
１
０
×
▼
ま
ば
ゆ
け
れ
ば
〈
四
十
七
〉
３
７
０
．
１
１
×
▼
ふ
よ
う
な
る
よ
し
を
〈
四
十
九
〉
３
７
０
．
１
６
×
▼
〈
歌
〉

か
ず
な
ら
ぬ
云
々
〈
五
十
〉
３
７
１
．
１
×
▼
す
さ
ま
し
く
〈
五
十
〉
３
７
１
．
３
×

◇
六
・
空
蝉
巻
▼
は
う
そ
く
な
る
〈
四
〉
３
７
１
．
１
２
×
▼
ね
ぴ
れ
て
く
五
〉
３
７
２
．
１
○
▼
さ
か
し
く
六
〉
３
７
２
．
４
×

▼
な
ほ
（
な
ほ
）
し
く
〈
九
〉
３
７
２
．
１
２
×

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
か
た
ほ
〈
五
〉
３
７
４
．
５
×
▼
お
し
な
く
た
ら
ぬ
人
の
御
す
く
せ
▼
げ
に
わ
か
き
女
ど
も
の
云
々
〈
八
〉
３
７

ム

５
．
７
×
▼
さ
れ
ど
よ
そ
な
り
し
云
々
〈
十
一
〉
３
７
６
．
３
×
▼
ね
ふ
た
げ
な
る
む
し
き
に
云
々
〈
十
一
〉
３
７
６
．
８
×
▼
わ

が
か
な
し
と
思
ふ
む
す
め
を
〈
十
二
〉
３
７
６
．
１
１
×
▼
な
か
屋
〈
十
三
〉
３
７
６
．
１
５
×
▼
け
さ
う
の
人
の
云
々
〈
十
五
〉
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３
７
７
．
８
×
▼
人
の
け
は
ひ
い
と
あ
さ
ま
し
く
云
々
〈
十
六
〉
３
７
７
．
１
０
×
▼
心
ば
み
た
る
〈
廿
〉
３
７
８
．
５
×
▼
な
も

た
う
ら
い
の
だ
う
し
云
々
〈
廿
一
〉
３
７
８
．
８
×
▼
ま
だ
か
や
う
な
る
事
を
云
々
〈
廿
二
〉
３
７
８
．
１
５
×
▼
何
心
も
な
く

云
々
〈
廿
六
〉
３
８
０
．
３
×
▼
な
に
か
こ
と
（
ご
と
）
し
く
云
々
〈
舟
七
〉
３
８
０
．
１
６
×
▼
た
い
（
だ
い
）
し
き
く
舟
七
〉

３
８
０
．
１
７
×
▼
と
あ
る
も
か
興
る
も
云
々
〈
舟
九
〉
３
８
１
．
２
×
▼
火
を
と
り
そ
む
け
て
〈
舟
七
〉
▼
３
８
１
．
１
□
▼
う

ち
か
は
し
給
へ
り
し
が
云
々
〈
四
十
〉
３
８
１
．
１
６
×
▼
ま
こ
と
に
ふ
し
給
ひ
云
々
〈
四
十
一
〉
３
８
２
．
２
○
▼
御
名
が
く
し

も
云
々
〈
四
十
三
〉
３
８
２
．
１
０
×
▼
御
名
が
く
し
も
云
々
〈
四
十
三
〉
３
８
２
．
１
０
○
▼
あ
や
し
や
い
か
に
思
ふ
ら
ん
と

〈
四
十
八
〉
３
８
３
．
１
４
×
▼
し
に
か
へ
り
〈
四
十
八
〉
３
８
３
．
１
５
×
▼
心
う
し
と
思
へ
ど
く
四
十
八
〉
３
８
３
．
１
８
×

▼
あ
み
だ
仏
に
ゆ
づ
り
く
五
十
〉
３
８
４
．
１
０
×
▼
〈
歌
〉
な
く
（
な
く
）
も
云
々
〈
五
十
〉
３
８
４
．
１
１
×
▼
〈
歌
〉
せ
み

の
は
も
云
々
〈
五
十
一
〉
３
８
４
．
１
４
×

◇
六
・
若
紫
巻
▼
い
と
い
た
し
〈
五
〉
３
８
５
．
１
２
×
▼
心
を
や
れ
る
す
ま
ひ
〈
五
〉
３
８
５
．
１
５
×
▼
と
こ
ろ
え
ぬ
や
う
な

り
け
れ
〈
五
〉
３
８
５
．
１
８
×
▼
し
た
ひ
給
ふ
ほ
ど
よ
く
九
〉
３
８
７
．
６
×
▼
か
ん
ざ
し
〈
九
〉
３
８
７
．
１
０
×
▼
女
は
人

に
も
て
な
さ
れ
て
云
々
（
十
五
〉
３
８
８
．
１
５
×
▼
仏
の
御
し
る
べ
は
云
々
〈
十
六
〉
３
８
８
．
１
９
×
▼
中
々
に
も
〈
十
九
〉

３
８
９
．
１
５
×
▼
思
ひ
給
ふ
る
さ
ま
を
も
云
々
〈
廿
五
〉
３
９
０
．
１
８
×
▼
ま
ほ
な
ら
ね
ど
も
云
々
〈
廿
六
〉
３
９
１
．
９
×

▼
〈
歌
〉
く
み
そ
め
て
云
々
〈
廿
七
〉
３
９
１
．
１
１
×
▼
も
の
ふ
か
き
お
ま
し
所
に
〈
舟
二
〉
３
９
２
．
７
×
▼
此
世
の
事
に
は

云
々
〈
舟
三
〉
３
９
２
．
８
×
▼
〈
歌
〉
い
は
け
な
き
云
々
〈
州
四
〉
３
９
２
．
１
２
×
▼
め
ざ
ま
し
か
ら
ん
〈
舟
七
〉
３
９
３
．

４
×
▼
い
と
忍
び
て
通
ひ
給
ふ
と
こ
ろ
の
云
々
〈
四
十
〉
３
９
３
．
１
０
×
▼
た
は
ぶ
れ
に
て
も
〈
四
十
三
〉
３
９
４
．
１
×
▼
ひ

た
ち
に
は
云
々
〈
四
十
四
〉
３
９
４
．
９
×
▼
ふ
く
よ
か
に
〈
五
十
一
〉
３
９
５
．
１
５
×
▼
こ
れ
は
い
と
さ
ま
か
は
り
た
る
云
々

〈
五
十
三
〉
３
９
６
．
２
×
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◇
七
・
蓬
生
巻
▼
う
し
ろ
や
す
く
を
と
く
十
九
〉
４
２
０
．
１
×

◇
七
・
関
屋
巻
▼
関
屋
よ
り
さ
と
は
づ
れ
出
た
る
〈
三
〉
４
２
０
．
１
２
×
▼
〈
歌
〉
ゆ
く
と
く
と
云
々
〈
三
〉
４
２
０
．
１
４
×

◇
七
・
松
風
巻
▼
つ
な
し
〈
四
〉
４
２
２
．
１
２
×
▼
我
も
思
ひ
な
き
に
し
も
あ
ら
ざ
し
り
を
〈
廿
〉
４
２
４
．
７
×

◇
七
・
薄
雲
巻
▼
又
み
こ
た
ち
大
臣
の
御
は
ら
と
い
へ
ど
云
々
〈
四
〉
４
２
５
．
４
×
▼
た
餅
よ
の
つ
れ
の
お
ぼ
え
に
云
々
〈
十
三
〉

◇
七
・
末
摘
花
巻
▼
と
こ
ろ
せ
ん
も
あ
る
く
十
九
〉
３
９
８
．
１
７
×
▼
え
か
た
の
や
う
に
も
云
々
〈
廿
〉
３
９
９
．
１
×
▼
え
ゆ

る
す
ま
じ
く
〈
舟
〉
３
９
９
．
６
×
▼
た
融
う
め
の
花
の
〈
冊
二
〉
３
９
９
．
９
×

◇
七
・
紅
葉
賀
巻
▼
中
々
な
る
こ
嵐
ち
の
〈
十
七
〉
４
０
０
．
１
２
×

◇
七
・
葵
巻
▼
あ
ま
り
の
な
ん
も
云
々
〈
舟
六
〉
４
０
４
．
２
×

◇
七
・
榊
巻
▼
い
で
や
く
三
〉
４
０
５
．
１
×
▼
た
け
か
ら
ね
ば
〈
五
〉
４
０
５
．
４
×
▼
八
省
に
〈
十
一
〉
４
０
５
．
６
×
▼
は

ら
ぎ
た
な
き
か
た
へ
の
云
々
〈
廿
〉
４
０
６
．
６
×

◇
七
・
須
磨
巻
▼
さ
ま
こ
と
な
る
罪
〈
六
〉
４
０
９
．
７
×
▼
た
、
み
と
こ
ろ
（
ど
こ
ろ
）
云
々
〈
十
〉
４
０
９
．
１
５
×
▼
例
の

月
の
云
々
〈
十
三
〉
４
１
０
．
３
×
▼
あ
け
ぐ
れ
〈
十
四
〉
４
１
０
．
６
×
▼
〈
歌
〉
な
き
か
げ
や
云
々
〈
十
九
〉
４
１
０
．
０

１
×
▼
〈
歌
〉
友
千
鳥
云
々
〈
四
十
一
〉
４
１
３
．
１
×
▼
い
か
に
物
し
給
ふ
君
ぞ
〈
四
十
三
〉
４
１
３
．
２
×

◇
七
・
明
石
巻
▼
つ
い
た
ち
の
日
の
夢
に
〈
九
〉
４
１
４
．
１
３
×
▼
我
な
が
ら
か
た
じ
け
な
く
〈
三
〉
４
１
４
．
５
×
▼
か
き
な

で
の
心
や
り
〈
十
九
〉
４
１
６
．
１
×
▼
来
ゐ
た
り
け
る
も
し
る
け
れ
ば
〈
廿
四
〉
４
１
６
．
３
×
▼
〈
歌
〉
思
ふ
ら
む
云
々
〈
廿

五
〉
４
１
６
．
５
○
▼
よ
こ
も
り
て
く
廿
八
〉
４
１
６
．
８
×
▼
引
な
ら
さ
れ
た
る
く
舟
一
〉
４
１
６
．
１
１
×

◇
七
．
み
を
つ
く
し
の
巻
▼
〈
歌
〉
か
ず
な
ら
ぬ
云
々
〈
十
六
〉
４
１
８
．
７
×
▼
心
に
も
の
こ
す
ま
じ
う
こ
そ
は
く
州
六
〉
４
１

Ｑ
》
・
４
４
×
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４
２
５
．
１
６
×
▼
た
ず
御
た
め
云
々
〈
叶
五
〉
４
２
６
．
１
１
×

◇
七
・
朝
顔
巻
▼
〈
歌
〉
見
し
を
り
の
云
々
〈
七
〉
４
２
６
．
１
８
×
▼
ふ
く
っ
け
が
れ
ど
く
廿
一
〉
４
２
８
．
３
×
▼
今
も
い
み

し
く
云
々
〈
廿
四
〉
４
２
８
．
５
×

◇
七
・
を
と
め
の
巻
▼
お
ろ
す
〈
八
〉
４
２
８
．
１
０
×
▼
又
さ
も
こ
そ
あ
ら
め
〈
舟
一
〉
４
２
９
．
１
１
×
▼
そ
の
人
な
ら
い
を

〈
四
十
一
〉
４
２
９
．
１
６
×
▼
み
ど
り
の
う
す
や
う
に
〈
四
十
二
〉
４
２
９
．
１
８
×
▼
い
そ
ぎ
た
ち
に
け
り
〈
四
十
二
〉
４
３

０
．
１
×
▼
ふ
み
を
だ
に
え
や
り
給
は
ず
く
四
十
二
〉
４
３
０
．
２
×

◇
七
・
玉
か
づ
ら
の
巻
▼
今
は
御
さ
い
は
ひ
く
九
〉
４
３
０
．
１
３
×
▼
此
人
の
云
々
つ
ら
く
思
は
れ
む
を
〈
十
二
〉
４
３
１
．
１

△
△
▼
ふ
る
物
あ
つ
か
ひ
く
舟
八
〉
４
３
２
．
１
６
×
▼
ふ
る
物
あ
つ
か
ひ
く
叶
八
〉
４
３
２
．
１
７
×

◇
七
・
初
音
巻
▼
心
ま
ど
は
し
給
ひ
し
世
の
〈
十
四
〉
４
３
３
．
１
０
×
▼
も
て
し
づ
め
云
々
〈
十
八
〉
４
３
３
．
１
５
×

◇
七
・
こ
て
ふ
の
巻
▼
〈
歌
〉
ふ
ち
に
身
を
云
々
〈
七
〉
４
３
３
．
１
７
×
▼
深
き
御
心
も
ち
ひ
や
云
々
〈
十
〉
４
３
４
．
４
×

◇
七
・
蛍
巻
▼
〈
歌
〉
に
ほ
と
り
に
云
々
〈
十
四
〉
４
３
５
．
４
×

◇
七
・
と
こ
な
つ
の
巻
▼
ふ
だ
う
の
だ
ら
に
よ
み
〈
十
七
〉
４
３
６
．
６
×
▼
た
Ｆ
そ
の
つ
み
の
む
く
ひ
な
な
り
〈
廿
二
〉
４
３

６
．
１
２
×
▼
い
と
ふ
に
は
ゆ
る
く
廿
五
〉
４
３
６
．
１
７
×

◇
七
・
か
ざ
り
火
巻
▼
な
ほ
ざ
り
の
か
ご
と
に
て
も
〈
二
〉
４
３
７
．
６
×

◇
七
・
行
幸
巻
▼
い
ふ
か
ひ
な
き
に
ゆ
る
し
〈
十
一
〉
４
３
７
．
１
８
×
▼
ま
ち
と
り
云
々
４
３
８
．
２
×
▼
〈
歌
〉
を
し
ほ
山

云
々
〈
六
〉
４
３
８
．
１
１
×
▼
よ
だ
け
（
よ
だ
け
）
〈
七
〉
４
３
８
．
１
３
×
▼
ま
ち
と
り
云
々
〈
十
一
〉
４
３
９
．
２
×

◇
七
・
藤
ば
か
ま
の
巻
▼
〈
歌
〉
た
づ
ぬ
る
に
云
々
〈
六
〉
４
４
０
．
６
×
▼
御
使
さ
へ
ぞ
云
々
〈
十
六
〉
４
４
０
．
１
９
×

◇
八
・
真
木
柱
巻
▼
心
浅
き
人
の
た
め
に
ぞ
云
々
〈
二
〉
４
４
３
．
８
×
▼
〈
歌
〉
心
さ
へ
云
々
〈
十
六
〉
４
４
４
．
７
×
▼
〈
歌
〉
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◇
八
・
よ
こ
ぶ
え
の
巻
▼
こ
れ
は
ま
ば
ゆ
く
な
む
〈
十
二
〉
４
６
０
．
１
５
×

◇
八
・
鈴
虫
巻
▼
み
ち
を
か
く
し
ほ
ろ
閏
け
て
〈
二
〉
４
６
１
．
６
×

◇
八
・
夕
霧
巻
▼
ひ
た
や
ご
も
り
〈
舟
三
〉
４
６
３
．
１
３
×
▼
こ
と
と
い
へ
ば
く
六
十
一
〉
４
６
５
．
１
×

◇
八
・
下
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
さ
い
へ
ど
な
ら
び
な
し
〈
廿
九
〉
４
５
４
．
１
８
×
▼
よ
ろ
づ
の
物
の
音
の
う
ち
に
し
た
が
ひ
て
〈
舟

九
〉
４
５
６
．
２
×
▼
な
に
し
に
奉
り
つ
ら
む
と
〈
六
十
三
〉
４
５
６
．
１
０
×
▼
う
つ
し
人
に
て
だ
に
云
々
〈
七
十
四
〉
４
５

７
．
２
×
▼
げ
に
あ
な
が
ち
に
思
ふ
人
の
た
め
に
は
云
々
〈
八
十
七
〉
４
５
７
．
７
×
▼
ゑ
か
う
に
は
あ
ま
ね
き
か
た
に
て
も
云
々

〈
九
十
二
〉
４
５
８
．
７
×
▼
い
た
り
す
ぐ
な
く
た
ず
人
の
云
々
〈
九
十
七
〉
４
５
８
．
１
３
×
▼
れ
い
な
ら
ず
な
や
み
わ
た
り
て

く
百
〉
４
５
８
．
１
６
×
▼
た
れ
も
（
た
れ
も
）
〈
百
一
〉
４
５
８
．
１
８
×

◇
八
・
柏
木
巻
▼
物
わ
ら
ひ
し
給
ふ
お
と
ず
の
云
々
〈
六
〉
４
５
９
．
４
×
▼
お
や
の
け
う
よ
り
も
け
に
〈
附
九
〉
４
５
９
．
１

か
き
た
れ
て
云
々
〈
叶
五
〉
４
４
５
．
６
×

◇
八
・
梅
枝
巻
▼
〈
歌
〉
め
づ
ら
し
と
云
々
〈
十
〉
４
４
６
．
１
０
×
▼
又
な
き
こ
と
と
云
々
〈
十
〉
４
４
６
．
１
２
×

◇
八
・
藤
末
裏
葉
巻
▼
あ
ま
け
な
り
と
〈
三
〉
４
４
７
．
８
×
▼
と
し
へ
に
け
る
此
家
の
〈
九
〉
４
４
７
．
１
８
×
▼
と
し
へ
に
け

る
此
家
の
〈
九
〉
４
４
８
．
１
×
▼
〈
歌
〉
浅
き
名
を
云
々
〈
十
〉
４
４
８
．
７
×
▼
〈
歌
〉
も
り
に
け
る
云
々
〈
十
〉
４
４
８
．

１
０
×
▼
年
月
の
ほ
ど
し
ら
れ
侍
れ
ば
云
々
〈
十
八
〉
４
４
８
．
１
９
×

◇
八
・
上
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
世
を
た
も
つ
さ
か
り
の
み
こ
に
だ
に
云
々
〈
廿
八
〉
４
５
０
．
１
×
▼
〈
歌
〉
身
を
な
げ
む
云
々
〈
五

十
六
〉
４
５
１
．
３
×
▼
よ
こ
さ
ま
の
人
の
〈
九
十
二
〉
４
５
２
．
８
×
▼
え
な
の
め
な
ら
ざ
め
る
は
〈
九
十
五
〉
４
５
２
．
１

《
ｂ
×

Ｆ
Ｄ
×

－307－



◇
九
・
宇
治
．
あ
げ
ま
き
の
巻
▼
い
か
に
お
ぼ
し
お
き
た
る
か
た
の
云
々
〈
五
〉
４
８
３
．
４
×
▼
こ
と
よ
が
り
〈
六
〉
４
８
３
．

５
×
▼
も
て
は
な
れ
給
は
ざ
ら
ん
と
〈
十
〉
４
８
３
．
９
×
▼
さ
る
べ
き
人
の
お
は
せ
ず
〈
廿
四
〉
４
８
３
．
１
８
×
▼
例
の
お
か

し
く
云
々
〈
廿
八
〉
４
８
４
．
５
×
▼
何
か
こ
れ
は
云
々
〈
廿
八
〉
４
８
４
．
７
×
▼
す
て
が
た
く
お
と
し
お
き
〈
舟
〉
４
８
４
．

１
０
○
▼
い
か
な
り
け
る
と
か
は
云
々
〈
舟
八
〉
４
８
５
．
２
×
▼
お
ろ
か
な
ら
ぬ
云
々
〈
四
十
〉
４
８
５
．
４
×
▼
〈
歌
〉
さ
よ

ど
ろ
も
云
々
〈
四
十
五
〉
４
８
５
．
８
×
▼
お
な
じ
御
さ
わ
が
れ
に
こ
そ
は
く
四
十
七
〉
４
８
５
．
１
６
×
▼
見
お
と
り
す
る
御
心

を
云
々
〈
六
十
三
〉
４
８
７
．
１
×
▼
け
ぶ
り
も
お
ほ
く
む
す
ほ
ぼ
、
れ
給
は
ず
く
八
十
七
〉
４
８
７
．
１
１
×

◇
九
・
宇
治
・
早
蕨
巻
▼
〈
歌
〉
君
に
と
て
云
々
〈
二
〉
４
８
８
．
６
×

◇
九
・
宇
治
・
宿
木
巻
▼
い
と
ほ
し
の
人
な
ら
は
し
や
と
ぞ
〈
五
十
五
〉
４
９
２
．
１
８
×
▼
〈
歌
〉
や
ど
り
木
と
云
々
〈
七
十
二
〉

４
９
４
．
５
×
▼
し
ん
殿
を
ゆ
づ
り
聞
え
云
々
〈
八
十
三
〉
４
９
４
．
１
９
×

◇
九
・
宇
治
・
浮
舟
巻
▼
心
も
か
な
り
け
る
夜
の
あ
や
ま
ち
を
〈
十
九
〉
５
０
２
．
２
×
▼
す
ぎ
ろ
な
る
事
も
〈
廿
七
〉
５
０
３
．

◇
八
．
ま
ぼ
ろ
し
の
巻
▼
〈
歌
〉
夏
ご
ろ
も
云
々
〈
十
五
〉
４
６
７
．
１
４
×

◇
八
・
に
ほ
ふ
宮
巻
▼
〈
歌
〉
お
ぼ
っ
か
な
云
々
〈
七
〉
４
６
９
．
１
４
×

◇
八
・
紅
梅
巻
▼
う
ら
み
て
後
な
ら
ま
し
か
ば
く
十
一
〉
４
７
０
．
１
３
×

◇
八
・
竹
川
巻
▼
こ
れ
は
げ
ん
じ
の
云
々
〈
二
〉
４
７
０
．
１
７
×
▼
に
ほ
ひ
が
〈
九
〉
４
７
２
．
４
×
▼
〈
歌
〉
竹
川
に
云
々

〈
十
四
〉
４
７
３
．
２
×
▼
な
ぐ
さ
め
さ
せ
給
へ
〈
廿
〉
４
７
３
．
１
２
×
▼
ゆ
園
し
き
か
た
に
て
な
ん
云
々
〈
廿
六
〉
４
７
４
．

４
×
▼
と
し
ご
ろ
申
〈
シ
〉
給
ひ
し
は
云
々
〈
舟
六
〉
４
７
５
．
１
４
×

◇
九
・
宇
治
・
は
し
姫
巻
▼
〈
歌
〉
お
く
山
の
云
々
〈
肘
一
〉
４
８
０
．
１
７
×
▼
心
の
ふ
か
く
し
み
給
ふ
く
か
め
る
云
々
〈
附
五
〉

４
８
１
．
１
６
×
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◇
六
・
夕

■
注
釈
ど
も
■

■
注
或
説
■

◇
一
・
大
む
ね
▼
（
総
論
）
１
８
６
．
６
×
▼
よ
く
い
へ
ば
、
す
べ
て
何
事
も
、
む
な
し
か
ら
ず
な
り
い
や
と
、
物
語
を
、
い
と
わ

ざ
と
の
事
に
、
の
た
ま
ひ
な
し
つ
、
１
９
６
．
５
×
▼
よ
く
い
へ
ば
、
す
べ
て
何
事
も
、
む
な
し
か
ら
ず
な
り
い
や
と
、
物
語
を
、

い
と
わ
ざ
と
の
事
に
、
の
た
ま
ひ
な
し
つ
、
１
９
６
．
６
×
▼
よ
く
い
へ
ば
、
す
べ
て
何
事
も
、
む
な
し
か
ら
ず
な
り
い
や
と
、
物

語
を
、
い
と
わ
ざ
と
の
事
に
、
の
た
ま
ひ
な
し
つ
、
１
９
６
．
９
×
▼
よ
く
い
へ
ば
、
す
べ
て
何
事
も
、
む
な
し
か
ら
ず
な
り
い
や

と
、
物
語
を
、
い
と
わ
ざ
と
の
事
に
、
の
た
ま
ひ
な
し
っ
、
１
９
６
．
１
０
×
▼
よ
く
い
へ
ば
、
す
べ
て
何
事
も
、
む
な
し
か
ら
ず

な
り
い
や
と
、
物
語
を
、
い
と
わ
ざ
と
の
事
に
、
の
た
ま
ひ
な
し
つ
、
１
９
６
．
１
１
×
▼
よ
く
い
へ
ぱ
、
す
べ
て
何
事
も
、
む
な

７
×
▼
我
す
む
か
た
を
〈
附
九
〉
５
０
５
．
７
×
▼
そ
の
ほ
ど
か
の
人
に
〈
四
十
一
〉
５
０
５
．
１
４
×
▼
大
蔵
た
い
ふ
な
る
も
の

に
云
々
〈
四
十
六
〉
５
０
６
．
１
６
×

◇
九
・
宇
治
・
か
げ
ろ
ふ
の
巻
▼
さ
る
人
の
お
は
し
お
は
せ
ず
云
々
〈
十
一
〉
５
０
９
．
１
８
△
▼
大
将
殿
の
か
ら
う
し
て
云
々

〈
舟
六
〉
５
１
１
．
１
５
△
▼
此
よ
ろ
こ
び
〈
舟
六
）
５
１
２
．
１
６
×
▼
く
は
し
く
は
き
か
せ
奉
ら
ぬ
に
や
く
四
十
六
〉
５
１

３
．
８
×
▼
か
ぎ
り
あ
れ
ば
宮
の
君
な
ど
云
々
〈
五
十
〉
５
１
３
．
１
４
×

◇
九
・
宇
治
・
手
習
巻
▼
ま
ゐ
り
物
の
所
に
云
々
〈
五
〉
５
１
５
．
４
×
▼
お
な
じ
く
は
な
ど
云
々
〈
廿
三
〉
５
１
６
．
１
７
×
▼

人
の
物
い
ひ
を
さ
す
が
に
云
々
〈
廿
六
〉
５
１
７
．
８
×
▼
〈
歌
〉
山
里
の
云
々
〈
四
十
〉
５
１
８
．
１
３
×
▼
い
と
は
づ
か
し
ぐ

な
ん
お
ぼ
し
け
る
〈
五
十
六
〉
５
１
９
．
８
×
▼
山
伏
は
か
餌
る
日
に
ぞ
云
々
〈
五
十
六
〉
５
１
９
．
１
０
×

◇
九
・
宇
治
・
夢
浮
橋
巻
▼
た
ま
ど
の
に
お
き
た
り
け
ん
云
々
〈
六
〉
５
２
２
．
３
×

・
夕
顔
巻
▼
こ
ま
や
か
な
る
こ
と
ど
も
〈
五
十
二
〉
３
８
４
．
１
３
×
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へ
ば
、

◇
二
・

■
注
ど
も
■

◇
五
・
帯
木
巻
上
▼
さ
れ
ば
み
た
る
も
〈
十
五
〉
３
５
０
．
１
４
×

◇
六
・
空
蝉
巻
▼
す
こ
し
し
な
お
く
れ
た
り
〈
五
〉
３
７
１
．
１
５
×

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
む
ね
（
む
ね
）
し
か
ら
ぬ
く
三
〉
３
７
３
．
１
５
×
▼
さ
れ
た
る
く
三
〉
３
７
３
．
１
８
×

◇
七
・
花
宴
巻
▼
よ
の
中
の
あ
や
ま
ち
〈
五
〉
４
０
１
．
１
６
×
▼
聞
え
た
が
へ
た
る
も
じ
か
な
く
六
〉
４
０
２
．
１
×

◇
七
・
明
石
巻
▼
〈
歌
〉
な
げ
き
つ
、
云
々
〈
四
十
六
〉
４
１
７
．
６
×

◇
七
・
朝
顔
巻
▼
か
つ
は
〈
七
〉
４
２
７
．
４
×
▼
に
つ
か
は
し
き
御
よ
そ
へ
に
く
八
〉
４
２
７
．
７
×

◇
八
・
夕
霧
巻
▼
あ
だ
へ
か
く
し
て
〈
舟
二
〉
４
６
３
．
１
０
×
▼
〈
歌
〉
ま
つ
し
ま
の
云
々
〈
六
十
七
〉
４
６
５
．
７
×

◇
八
・
御
法
巻
▼
か
た
（
が
た
）
に
お
は
し
ま
し
て
は
云
々
〈
八
〉
４
６
７
．
１
×

◇
八
・
竹
川
巻
▼
蔵
人
〈
ノ
〉
少
将
の
月
の
光
に
云
々
〈
舟
三
〉
４
７
４
．
１
７
×
▼
〈
歌
〉
な
が
れ
て
の
云
々
〈
冊
三
〉
４
７

５
．
４
×
▼
こ
お
と
Ｆ
の
御
心
を
お
ぼ
し
て
〈
州
六
〉
４
７
５
．
１
１
×

◇
九
・
宇
治
・
は
し
姫
巻
▼
何
事
に
も
あ
る
に
し
た
が
ひ
て
云
々
〈
舟
四
〉
４
８
１
．
１
×
▼
く
づ
れ
そ
め
て
は
云
々
〈
舟
四
〉
４

８
１
．
９
×
▼
わ
が
御
み
づ
か
ら
の
こ
と
と
は
〈
舟
五
〉
４
８
２
．
１
×

し
か
ら
ず
な
り
い
や
と
、
物
語
を
、
い
と
わ
ざ
と
の
事
に
、
の
た
ま
ひ
な
し
つ
、
１
９
６
．
１
４
×
▼
よ
く
い
へ
ぱ
、
す
べ
て
何
事

も
、
む
な
し
か
ら
ず
な
り
い
や
と
、
物
語
を
、
い
と
わ
ざ
と
の
事
に
、
の
た
ま
ひ
な
し
つ
、
１
９
６
．
１
６
×
▼
よ
く
い
へ
ぱ
、
す

べ
て
何
事
も
、
む
な
し
か
ら
ず
な
り
い
や
と
、
物
語
を
、
い
と
わ
ざ
と
の
事
に
、
の
た
ま
ひ
な
し
っ
、
１
９
６
．
１
８
×
▼
よ
く
い

へ
ば
、
す
べ
て
何
事
も
、
む
な
し
か
ら
ず
な
り
い
や
と
、
物
語
を
、
い
と
わ
ざ
と
の
事
に
、
の
た
ま
ひ
な
し
つ
、
１
９
７
．
３
×

◇
二
・
な
ほ
お
ほ
む
ね
▼
２
２
６
．
１
４
○
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◇
七
・
（

■
万
水
一
露
■

◇
一
・
註

■
は
や
く
の
注
釈
ど
も
■

◇
七
・
（
総
論
）
▼

◇
一
・
引
歌
と
い
ふ

■
後
の
抄
ど
も
（
河
海
抄

◇
一
・
引
歌
と
い
ふ

■
長
谷
川
〈
ノ
〉
常
雄
■

◇
一
・
く
さ
（
ぐ
さ
）
の
事
▼
１
７
９
．
１
５
×

■
後
の
抄
ど
も
（
花
鳥
餘
情
以
後
）
■

◇
一
・
引
歌
と
い
ふ
も
の
の
事
▼
１
８
２
．
３
○

◇
九
・
宇
治

■
後
の
抄
ど
も
■

◇
九
・
宇
治
・
早
蕨
巻
▼
〈
歌
〉
袖
ふ
れ
し
云
々
〈
十
一
〉
４
８
９
．
４
○

◇
九
・
宇
治
・
早
蕨
巻
▼
屋
ど
を
ば
か
れ
じ
と
〈
十
〉
４
８
８
．
１
９
×
▼
〈
歌
〉
な
が
む
れ
ば
云
々
〈
十
六
〉
４
９
０
．
２
×

◇
九
・
宇
治
・
東
屋
巻
▼
母
君
た
つ
や
と
く
五
十
四
〉
４
９
９
．
８
×
▼
な
ほ
（
な
ほ
）
し
き
事
ど
も
を
〈
五
十
四
〉
４
９
９
．

◇
九
・
宇
治
．
あ
げ
ま
き
の
巻
▼
け
さ
や
か
に
お
と
な
び
て
も
云
々
〈
五
〉
４
８
３
．
２
×
▼
ひ
た
や
ご
も
り
に
て
は
云
々
〈
舟
六
〉

Ｑ
Ｊ
×

４
８
４
．
１
５
×

・
註
釈
▼
１
８
０
．

・
引
歌
と
い
ふ
も
の
の
事
▼
１
８
２
．

・
宇
治
・
手
習
巻
▼
う
つ
し
人
に
な
り
て
云
々
〈
六
十
九
〉
５
２
０
．
９
×

（
河
海
抄
以
後
）
■

▼
３
９
７
．
４
×

１
８
□

局
ｊ
×
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■
傍
注
■

■
ふ
る
き
抄
ど
も
■

■
ふ
る
き
注
ど
も
■

◇
八
・
雲
隠
巻
▼
（
総
論
）
４
６
９
．
５
×

◇
九
・
宇
治
・
夢
浮
橋
巻
▼
（
総
論
）
５
２
１
．
１
５
×

◇
五
・
桐
壺
巻
▼
お
と
餅
け
し
き
ば
み
聞
え
給
ふ
く
廿
八
〉
３
３
１
．
１
３
○

◇
六
・
帯
木
巻
下
▼
や
と
お
び
ゆ
れ
ど
く
叶
九
〉
３
６
７
．
２
○

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
ふ
り
は
な
れ
ぬ
る
か
な
く
五
十
二
〉
３
８
４
．
１
５
○

◇
九
・
宇
治
・
は
し
姫
巻
▼
ま
だ
き
に
お
ぼ
、
れ
く
廿
五
〉
４
７
８
．
１
５
○

◇
五
・
桐
壺
巻
▼
よ
せ
お
も
く
〈
三
〉
３
１
９
．
２
０
▼
い
か
さ
ま
〈
七
〉
３
２
０
．
１
６
△
△
▼
は
か
な
く
聞
え
い
づ
る
言
の
葉

も
〈
十
〉
３
２
２
．
１
２
×
▼
な
く
（
な
く
）
〈
十
四
〉
３
２
４
．
１
×

◇
五
・
帯
木
巻
上
▼
そ
の
か
た
ど
も
な
き
人
は
〈
五
〉
３
３
７
．
１
４
×
▼
か
し
こ
し
と
て
も
〈
九
〉
３
４
１
．
８
×
▼
う
ち
も
ゑ

ま
れ
〈
十
〉
３
４
４
．
１
４
×
▼
と
か
く
ひ
き
つ
く
る
ひ
て
〈
十
〉
３
４
５
．
１
８
×
▼
す
み
が
き
〈
十
五
〉
３
５
１
．
６
×

◇
六
・
帯
木
巻
下
▼
み
さ
を
に
も
つ
け
て
〈
十
八
〉
３
５
３
．
９
×
▼
け
し
き
ば
め
る
せ
う
そ
こ
〈
廿
〉
３
５
５
．
１
１
×
▼
か
蜜

や
か
し
か
ら
ず
く
廿
一
〉
３
５
６
．
２
×
▼
う
ち
と
け
る
か
た
に
て
〈
廿
二
〉
３
５
７
．
１
８
×
▼
何
事
を
と
り
申
さ
ん
〈
廿
八
〉

３
６
１
．
１
４
×
▼
な
ま
め
き
た
ｈ
／
〈
四
十
三
〉
３
６
８
．
９
×

◇
八
．
ま
ぼ
ろ
し
の
巻
▼
〈
歌
〉
さ
も
こ
そ
は
云
々
〈
十
六
〉
４
６
７
．
１
７
×

◇
九
・
宇
治
・
浮
舟
巻
▼
〈
歌
〉
ま
だ
ふ
り
ぬ
云
々
〈
八
〉
５
０
１
．
３
×
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◇
七
・
末
摘
花
巻
▼
手
さ
ぐ
り
の
云
々
〈
廿
二
〉
３
９
９
．
３
×

◇
七
・
紅
葉
賀
巻
▼
か
た
（
が
た
）
う
つ
る
ふ
こ
、
ち
し
て
〈
十
六
〉
４
０
０
．
１
０
×

◇
七
・
榊
巻
▼
い
ふ
よ
し
な
き
〈
廿
六
〉
４
０
７
．
１
×

◇
七
・
花
散
里
巻
▼
〈
歌
〉
人
め
な
く
云
々
〈
五
〉
４
０
８
．
１
６
△

◇
七
．
み
を
つ
く
し
の
巻
▼
身
も
い
と
た
け
く
云
々
〈
十
六
〉
４
１
８
．
５
×

◇
七
・
薄
雲
巻
▼
思
ふ
こ
と
し
て
し
が
な
と
〈
舟
五
〉
４
２
６
．
６
×

メ
．

◇
七
・
玉
か
づ
ら
の
巻
▼
い
と
か
な
し
き
妻
子
も
わ
す
れ
ぬ
〈
十
五
〉
４
３
１
．
８
×

◇
八
・
上
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
い
づ
か
た
に
つ
け
て
も
〈
舟
六
〉
４
５
０
．
６
×

◇
八
・
下
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
み
な
ひ
と
し
く
〈
舟
八
〉
４
５
５
．
１
６
×
▼
本
の
御
お
ぼ
え
〈
七
十
二
〉
４
５
６
．
１
９
×

◇
六
・
空
蝉
巻
▼
た
、
み
ひ
ろ
げ
て
ふ
す
〈
七
〉
３
７
２
．
６
×
▼
け
し
う
は
あ
ら
ぬ
お
も
と
の
云
々
〈
十
〉
３
７
２
．
１
８
×
▼

う
へ
に
や
さ
ふ
ら
ひ
給
ひ
つ
る
〈
九
〉
３
７
３
．
１
×

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
物
ま
め
や
か
な
る
お
と
な
を
云
々
〈
十
〉
３
７
５
．
１
７
×
▼
惟
光
が
あ
づ
か
り
の
〈
十
三
〉
３
７
６
．
１
４
×

▼
い
ざ
い
と
心
や
す
き
云
々
〈
十
七
〉
３
７
７
．
１
６
×
▼
か
し
こ
く
も
と
め
〈
冊
五
〉
３
８
０
．
１
１
×
▼
た
ず
今
の
か
ら
を
見

で
は
云
々
〈
舟
八
〉
３
８
０
．
１
８
×
▼
か
な
し
き
こ
と
を
ば
さ
る
物
に
て
〈
州
九
〉
３
８
１
．
３
×
▼
と
ざ
ま
か
う
さ
ま
に
つ
け

て
〈
四
十
五
〉
３
８
２
．
１
９
×

◇
六
・
若
紫
巻
▼
や
う
（
や
う
）
な
り
つ
る
物
を
〈
九
〉
３
８
７
．
３
×
▼
御
な
ほ
し
な
ど
は
云
々
〈
廿
八
〉
３
９
２
．
１
○
▼

か
ゞ
る
朝
霧
を
ば
く
四
十
六
〉
３
９
４
．
１
９
×
▼
お
も
ひ
や
り
な
き
ほ
ど
の
事
に
〈
四
十
七
〉
３
９
５
．
２
×
▼
び
ん
な
し
〈
五

力
麓
る
朝
霧
を
ば
く
四
十

コ十
一
〉
３
９
５
．
１
９
×
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◇
一
・

■
孟
津
抄
■

■
眠
江
入
楚
■

■
明
星
抄
■

◇
一
・
註
釈
▼
１
８
０
．
１
８
□

◇
五
・
帯
木
巻
上
▼
ぺ
む
つ
れ
聞
え
〈
三
〉
３
３
５
．
６
×

◇
一
・
註
釈
▼
１
８
０
．
１
８
□

◇
九
・
宇
治
・
夢
浮
橋
巻
▼
こ
れ
こ
そ
は
ざ
は
た
し
か
な
る
云
々
〈
十
三
〉
５
２
２
．
１
４
×

◇
九
・
宇
治
・
か
げ
ろ
ふ
の
巻
▼
す
罰
ろ
な
る
わ
ざ
か
な
く
肘
二
〉
５
１
１
．
１
３
×
▼
お
ど
ろ
か
し
聞
え
ぬ
と
こ
そ
は
く
四
十
二
〉

◇
九
・
宇
治
・
宿
木
巻
▼
な
に
を
か
は
な
ど
の
給
は
す
る
〈
六
〉
４
９
０
．
１
８
×
▼
や
が
て
あ
と
た
え
な
ま
し
よ
り
は
〈
十
〉
４

９
１
．
５
×
▼
こ
な
た
に
お
は
し
ま
す
ほ
ど
な
り
け
れ
ば
云
々
〈
七
十
八
〉
４
９
４
．
１
３
×

◇
九
・
宇
治
・
浮
舟
巻
▼
人
の
し
た
る
わ
ざ
か
は
く
十
九
〉
５
０
２
．
５
×
▼
い
さ
や
右
近
は
と
て
も
か
く
て
も
云
々
〈
六
十
〉
５

◇
八
・
鈴
虫
巻
▼
あ
や
の
よ
そ
ひ
に
て
〈
五
〉
４
６
１
．
７
×

◇
九
・
宇
治
．
あ
げ
ま
き
の
巻
▼
げ
に
心
も
し
ら
ざ
り
け
り
と
〈
廿
七
〉
４
８
４
．
３
×

◇
九
・
宇
治
・
早
蕨
巻
▼
お
ま
へ
の
梢
も
霞
へ
だ
て
て
云
々
〈
十
九
〉
４
９
０
．
１
０
×
▼
わ
が
た
め
は
を
こ
が
ま
し
き
云
々
〈
廿
〉

Ｅ
Ｊ
１
ユ
ワ
］
・
反
Ｊ
×

０
８
．
１
２
×

４
９
０
．
１
２
×

・
註
釈
▼
１
８
０
．
１
８
□
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■
弄
花
抄
■

◇
一
・
註
釈
▼
１
８
０
．
１
７
○

、
ミ
ヨ

◇
五
・
桐
壺
巻
▼
三
位
の
く
ら
ゐ
く
九
〉
３
２
１
．
１
８
○
▼
な
ど
や
う
に
み
だ
り
が
は
し
き
を
〈
十
六
〉
３
２
５
．
７
×
▼
三
代

の
み
や
づ
か
へ
に
く
廿
二
〉
３
２
８
．
１
５
×
▼
う
へ
の
命
婦
〈
廿
八
〉
３
３
１
．
１
５
×

◇
五
・
帝
木
巻
上
▼
お
の
が
じ
、
〈
四
〉
３
３
５
．
１
１
×
▼
す
み
が
き
〈
十
五
〉
３
５
１
．
６
×

◇
六
・
帯
木
巻
下
▼
あ
い
な
だ
の
み
〈
十
九
〉
３
５
４
．
１
２
×
▼
い
ま
め
き
た
る
物
の
こ
ゑ
〈
廿
三
〉
３
５
８
．
１
７
○
▼
げ
に

よ
ろ
し
き
お
ま
し
所
に
も
〈
舟
四
〉
３
６
５
．
７
○

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
〈
歌
〉
ひ
か
り
あ
り
と
云
々
〈
廿
三
〉
３
７
９
．
１
１
×

◇
六
・
若
紫
巻
▼
ふ
せ
ご
の
う
ち
に
〈
九
〉
３
８
７
．
１
×
▼
と
こ
奉
る
見
給
ひ
て
〈
廿
〉
３
９
０
．
２
×

◇
七
・
須
磨
巻
▼
つ
く
り
ゑ
を
云
々
〈
舟
四
〉
４
１
１
．
１
９
×
▼
〈
歌
〉
う
し
と
の
み
云
々
〈
汁
六
〉
４
１
２
．
４
○

◇
七
．
み
を
つ
く
し
の
巻
▼
さ
こ
そ
あ
な
れ
〈
十
二
〉
４
１
７
．
１
７
×
▼
お
ほ
い
と
の
の
御
子
に
て
〈
舟
八
〉
４
１
９
．
１
２
×

◇
六
・
若
紫
巻
▼
〈
歌
〉
お
く
山
の
云
々
〈
廿
〉
３
８
９
．
１
８
×
▼
よ
し
後
に
も
人
は
云
々
〈
四
十
七
〉
３
９
５
．
３
×

◇
七
．
み
を
つ
く
し
の
巻
▼
〈
歌
〉
あ
ら
か
り
し
云
々
〈
廿
四
〉
４
１
８
．
１
４
×

◇
九
・
宇
治
・
宿
木
巻
▼
み
た
ら
し
河
ち
か
き
く
六
十
〉
４
９
３
．
６
×

◇
九
・
宇
治
・
手
習
巻
▼
つ
き
た
る
人
物
は
か
な
き
〈
十
五
〉
５
１
６
．
９
○

◇
六
・
帝
木
巻
下
▼
ほ
、
ゆ
が
め
て
〈
舟
六
〉
３
６
５
．
１
８
×

◇
六
・
夕
顔
巻
▼
さ
ら
に
こ
と
な
く
云
々
〈
舟
七
〉
３
８
０
．
１
３
×
▼
い
と
し
も
人
に
〈
四
十
六
〉
３
８
３
．
３
○
▼
物
づ
、
み

し
〈
四
十
六
〉
３
８
３
．
５
×
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へ

注
…

（
１
）
「
湖
月
抄
」
は
、
講
談
社
学
術
文
庫
版
を
主
に
使
用
し
、
適
宜
板
本
と
の
照
合
を
行
っ
て
い
る
。
「
眠
江
入
楚
」
は
、
中
田
武
司
編
『
眠
江
入
楚
」

〔
源
氏
物
語
古
注
釈
集
成
Ⅱ
〕
（
桜
楓
社
、
昭
五
五
・
二
・
二
○
）
を
使
用
し
た
。

（
２
）
杉
田
昌
彦
「
宣
長
手
沢
本
「
湖
月
抄
」
書
入
に
つ
い
て
」
、
国
語
と
国
文
学
（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
）
七
十
巻
九
号
、
平
五
・
九

杉
田
昌
彦
「
宣
長
源
氏
学
の
形
成
ｌ
手
沢
本
「
湖
月
抄
」
書
入
を
中
心
に
Ｉ
、
鈴
屋
学
会
報
（
鈴
屋
学
会
）
十
号
、
平
五
・
十
二

高
橋
俊
和
ヨ
紫
文
要
領
」
の
成
立
ｌ
詩
歌
論
と
し
て
の
「
物
の
あ
は
れ
」
ｌ
」
、
鈴
屋
学
会
報
（
鈴
屋
学
会
）
十
号
、
平
五
・
十
二

（
３
）
「
本
居
宣
長
全
集
四
」
（
昭
四
四
、
筑
摩
書
房
）
の
大
野
晋
に
よ
る
解
題
に
従
う
。

宣
長
は
、
「
紫
文
要
領
巻
上
」
を
「
源
氏
物
語
玉
の
小
琴
一
の
巻
」
、
「
紫
文
要
領
巻
下
」
を
「
源
氏
物
語
玉
の
を
琴
二
の
巻
」
と
改
め
た
が
、
こ

の
補
訂
は
契
沖
仮
名
遣
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
補
訂
の
時
期
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
以
後
で
あ
ろ
う
。
「
石
上
稿
」
の
仮
名
遣

の
調
査
及
び
「
草
庵
集
玉
箒
」
の
序
文
の
記
述
な
ど
に
よ
っ
て
、
宣
長
は
明
和
五
年
以
降
、
契
沖
仮
名
遣
に
転
向
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ

○

る
。
ま
た
、
こ
の
補
訂
の
時
期
は
お
そ
ら
く
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
十
一
月
以
前
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
こ
の
「
源
氏
物
語
玉
の
小
琴
」
と
い

◇
九
・
宇
治
・
東
屋
巻
▼
大
夫
は
た
訂
い
ま
な
ん
云
々
〈
四
十
〉
４
９
８
．
３
×

◇
七
・
朝
顔
巻
▼
い
ひ
こ
し
ほ
ど
に
〈
十
四
〉
４
２
７
．
１
４
○

◇
八
・
下
〈
ノ
〉
若
菜
巻
▼
内
よ
り
は
た
び
（
た
び
）
云
々
〈
八
十
六
〉
４
５
７
．
６
×

◇
八
・
よ
こ
ぶ
え
の
巻
▼
〈
御
歌
〉
よ
を
わ
か
れ
云
々
〈
三
〉
４
６
０
．
１
０
×

◇
八
・
夕
霧
巻
▼
ま
い
て
い
ふ
か
ひ
な
く
云
々
〈
廿
三
〉
４
６
２
．
１
７
×

◇
九
・
宇
治
・
は
し
姫
巻
▼
を
し
へ
よ
せ
奉
れ
り
〈
廿
〉
４
７
８
．
７
×
▼
お
い
人
に
ま
ぎ
ら
は
し
給
ひ
つ
〈
舟
九
〉
４
８
２
．
１

０
○
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○
○

う
題
名
は
、
後
に
「
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
と
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
安
永
八
年
十
一
月
に
は
「
万
葉
集
玉
の
小
琴
』
と
い
う
、
「
万
葉
集
」
の

○

注
釈
書
が
成
就
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
宣
長
は
「
玉
の
小
琴
」
と
い
う
名
称
を
、
「
万
葉
集
」
の
方
へ
移
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
「
宝
暦
二
年
以
後
購
求
謄
写
書
籍
」
。
な
お
、
日
野
龍
夫
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
「
都
考
抜
書
」
か
ら
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
十
九
歳
時
点
に
は
、

「
湖
月
抄
」
抄
出
が
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
（
「
宣
長
の
読
書
生
活
」
［
「
本
居
宣
長
集
」
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
所
引
］
、
昭
五
八
・
七
、
新
潮
社
）
。

（
５
）
前
掲
杉
田
論
文
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